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第１章
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結核病ハコ，市ノ結核菌ニ因刈専染病ナリ。従

ツテ其憬防ニハ他ノ

聾事新報第794琥二於テ記述シ乍村内科開係ニ

テ施行セシ14團醍9,409人ノ所謂健康者二就

秀行へ～成績夕記セリ。更二第16同本會總會

二於テハ前報告後検診セシ者テ加へ所謂健康者

11, 586人二就テ検診シ其中509人ノＸ線「フ」

ルム」撮影テナシ、活動性肺結核90例テ見出シ

タルテ以テ、其ノ政見セシ患者二就キ「ツ」反庶

及赤沈1ヽ年齢トノ開係等二就キ記セリ。

今同此問題二就キ宿題報;址尹行フニ到リシ。ハ所

謂健康丿斧二行フ所ノ肺結核ノ集團検診､ハ疫學的

観察、肺結核特生論等二資スル他、早期診断ト早

期治療テ計り禄防的二働ク處甚グ多シド号へ、

叉其方‘法二就テモ尚検討卜･､ベキ事多キ故ナリ。

螢光像縮寫二就テノヽAbｒｅｕノリオ・デ・ジャネ
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イロニ於ケル経験ノ登表以来、鶏逸二於テ多ク
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j子。ハレ、1939年こハホールフェルグー等ハ４ｹ
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月間ニ644, 500人二就テ施行セルニ到レリ、、我

國二於テハ此方面二就テ既二古賀良彦氏ノ研

究、叉熊谷款授等ノ経験アリ。、本年ノ日本放射

線醤學介二於テハ陸軍軍醤學校清野寛軍醤少佐

ノ胸部集團「レントゲン」検査二就テノ宿題報告

アリ。束北帝大、京人、阪大ヨリモこニ開スル

演説アリ。本學會總介二於テモ亦之こ開スル報

;ファリ。余モ亦今村内科揖係二於テ行ピクル螢

光像縮寫ノ維験テ、従来他ノ方法ニョリ行ピク

ル維験卜共二報告セこノトフヽ。

今村内科開係ニテ行ピクル集團検診ハ大阪府衛



生課、醒力課、祚戸職業紹介所、各種學校、商店

等トノ協カユヨ!2テ施行セルモノニシテ、（甲）

全員大「フバレム」撮影3,225、（乙）一部大「フ、

ルム」撮影91,409、（丙）螢光像縮寫12, 208、合

計106, 842名二就テ肺結核、肺門淋巴腺結核、

惨出性肋膜炎等ヲ所謂健康者二於テ見出セル経

験ナリ。、上述（甲戸乙）ニ於テＸ線撮影ハ、大多

敬二於テ「フ１ノレム」ヲ用ヒタルガ、一部分ハ普

通「ブロー･fド」テ以テセリ。叉螢光像縮寫ヲ篤

セル物ノ内陰影アルモノノヽ更二大「フ丿レム」叉

。ハ大「ブロマイド」ニテ撮影テ行ヘリ､、後者ノヽア

ーリ多数ナラデル集團検診二於テハ「フ丿レム」

ヨリ安價ナル故二用フベキ場合多シト考フ。故

二余ノヽ既二志村ト共二記述セル處アルモ、更二

其ノ利用價値アル事ヲ述ベントス。

螢光像縮寫。ハレーデ（ケルノ言フ｢レントゲン。

　　　　　

一一

カタステル｣ヲ１

ク弓reimbter ^言フ結核二於タル第三劃期ト

シテ、アブリウー・ネルフェルデルノ新法テ掲ｹﾞ

　　

一一一--
ﾀﾙ事モ、決シテ誇張的二非ずル感アリ。余等

ノ螢光像縮寫ノ小維験ヲ･以テスルモ其利用價値

ノ存在疑ヒ無キ處ニシテ、其手技ノヽ今後尚多ク

改良セラルベシ。

カイゼルペテルセンズヽ結核相談所ノ'ヽ患者ノ来ル

ヲ･待タズ、進ン'デ探シ出スベ｀シト言ヘリ。結核

憧防上ヨリ見テ結核相談所ノミナラズー般賓際

醤家其他二於テ此積極的患者捜索二勉ム・ヽごキナ

リ。此意味二於テ結核ノ憧防策ノヽ根本的二其ノ

急性傅染病ノ夫レ1ヽ異ラズ、集團検診ノ重要性

｡ハ白ラ明カナリ。

第２章

　

肺結核集團検診ﾉ方法其他

結核ノ疫學的研究トシテ「ツベルクリこ」反恚ノ

集團的施行ハ興味アル事ナルモ、集團検診（以下

集検ト略ス）ニ於テハ、活動性結核ノ発見等二及

ブベキモノナリ、、以下集検ノ目的、對象、方法

等二就キ其大要テ記セントフ、。

集検ノ目的

集検J Reihenuntersuchungハ邦譚セルモノー

　

シテ英語y Mass examination 二一致ソ、。鶏逸

語ノＡｕｍｎｄｅｎder Tuberkulosen,英語ノＣａｓe

finding等ハ集検ノ最モ重要ナル事項ナルガ、

集検ニョリヘ（１）未自受或ハ既白受ノ活動性

患者ヲ･発見シ早期療養バシヽシム。療養ヲ･認シ

得ずル者ハ軽作業或ハ短作業ヲ･行ハシノ、止｡ム

ヲ’得ずル場合ハ普通作業バシヽシｊｆ善キ生活

テ篤サシ八且他ヘノ傅染ヲ･制限七シム。（２）

疑活動性者及ビ要注意者ニハ夫々適常ノ注意テ

奥ヘテ発病後防サ偽フヽ。(3) Terminm§､ssige

Untersuchung, Periodical eχamination ニョ

　

リ憬防接種テ受ケデル「ツ」反陰作者ノ陽性輯化

・者ニハ初感染疾患ノ殼病後防二注意一人。尚附帯

的ニハ「ツ」反陰性健康者＝ﾆヽハ場合ニョレバ後防

接種ノ賓行て期７ヽ’゛キナリ。以上７如ク集検ニ

。・ヽ種々ノ目的アルモ場合ニョリテノヽ患者冊見ノ

ミュ限ラルル事モアリ得・ヽごシ、、狗集検二於テ結

核性疾患ノミナラズ他ノ疾患テモ見出シ之ヲ治

療フ、ル機會ラ能フベク、叉胸部「レントゲン」像

検査が廣ク息用セラルレバ、肺結核ノえナラズ、

他ノ肺疾患、心臓疾患等ノ殼見ニモ便ズベシ。

集検ノ對象

結核二重キテ置ク集検二於テカイゼル・ペテル
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セン｡ハ白･分自身及ビブロイこング・ペレ、チチェ
ー－‥

　　　　　　　　

一一一一一一一一
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上五上等ノ對象分類テ列車セルガ、集検ノ對象

ヲ･大別ソ、レバ、（１）結核菌ノ傅染テ受ケ易キ集

團、Exponierte (2)他人ヘヨリ多ク傅染テ奥

へ得ル職業者Gefahrdernde此雨者テ兼タル接

客業者ノ如キモノアリ、、（３）職業上結核脅病チ

起シ易キ集團Disponierte (4)生徒、學生其他

特種集團二分チ得ベシ。

集検ノ廣義ナルモノテ分テバ、第一八周関検診

ニシテ家族検診テ含え大儀二於テカイゼル・ぺ

　　　　　　　　　　　　　

一一
テルゼ/ Beziehungsuntersuchung二一致
-

ｿヽ。此中ニハ家族其他ノ同居者、別居ノ家族、
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近接者等が含－ル。第ニハ狭義集検ニシテ多人

数ヲ含ム集検二行フモノニシテ、軍二集検ト言

ヘバ之ヲ意味ス。検診ガアル地方ノ住民、

　

アノレ

國民ノ全員二行フ・ヽ、全住民検診(｢カタステル｣

検診Katasteruutersuchung)ナ几集検二於

293

テ結核患者数見率ヨリ言ヘバ、周園検診が最モ

能率高キ故ニ、我國二於テハ先ツ之が最モ多ク

施行セラル゛キナリ。他面二於テ我國二於テア

ル職業二就キテハ、集検ニヨ

　

几患者検出率高キ

故二集検が結核像防上大切ナルハ言列矣タズ。

集検(廣義)一

一周圖検診一二二g

　

jaニト家族ヽ接近者

　

ヤ傅染７受ヶ易=4･集團

　　　　　　　

＝特種集團ノ検診一一傅染ヲ輿７ﾉl･'危瞼多キ集團

一集検(狭義)一二全住民検診(村・町・市・郡―我病素因多キ集團

　　　　　　　　

府゜駆゛全國)

　　　　　

一特別ナル集團(7生徒、學生、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

軍隊、警官、其他)

集検ノ方法

集検ノ目的ハ患者散見が主要目的ナル故二其方

法二就テノヽ先ヅ活動性診断ヲ･考フベキモノニシ

テ、之－｡ハ(１)喀痰中ノ結核菌謐明、(２)胸部

｢レントゲン｣検査、(３)理學的症状、(４)特一

熱、優養等が最モ重要ナル事項ナリ。

喀痰中ノ結核菌検出ニョル集検トシテハ我國こ・

於テ高田六郎氏ノ報告アリ。氏ノ報告ノ如ク集

團各員ノ喀痰ヲ集ｙ得ルナレバ患者衰見ノミヲ

目的トスルニハ一方法タルベキモ、喀痰テ喀出

セデル活動性結核患者アル他ぺ喀痰列湿供セ

デル者多キ集團ニハ喀痰検査ノミLニ依ル能ハデ

ル場合アリ。余ハ此度ハ喀痰検査ノミーヨル集

検二就テノヽ論及セズ。

更二検温ニョリ先ヅ有熱者ヲ見出シ、之ラ精細

二検診スル方法アリ。之二就テ列

が本學會席上二於テ報告フ、ル處ナルガ、一般二

之ｦ一行フ事ハ容易ナラズ。優養二重キテ置夕方

法モ一同ノ検査ニョリテ活動性ｦ一定ムル能・ヽ

ズ、叉値重減少セずル患者モ多敬アルテ以テ視

診ノミーヨリテ活動性ノ疑アル行列額かいレ能

､ハデルノ｀ゝ後述スル處ナリ。勿論練達ナル腎師ノ

脱診ハ貧重スベキモ集検二従事スル醤師凡テガ

必ズシモ大二練達ナリト云フ能ノヽデルナリ。

胸部理學的症状ノ検査モ著明ナル理學的症状ヲ

呈セデル活動性肺結核ノ相常多キ事ハ文献二於

テモ知ル處ニシテ、教室ノ平尾ハ嘗ツテ本學行

二於テ此問題二就キ報告スル處アリタリ。余モ

亦之二就テ後述セントス。

要ソ､ノレニ‘Ｘ線像二重キラ置ク集検が最モ合理的

ナルガ故二全員ニＸ線検査予偽フヽ事が理想的ナ

ルモ、篤シ得ずル場合アリ。カヽル場合ニハ要

χ線検査者テ定ムベキナリ。余等ノ活動性1ヽ診

断セルハ總テＸ線像ヲ･參考トナセリ。

要Ｘ線検査者ノ決定

（１）「ツーヽごノしグリー」反嘸陽性者ノ全部ニＸ線検

査元子フ、、此方法ノヽ多ク行ノヽヽヽモノナリ。米

國學生健康協會ノ結核委員會二於テ1932年ニ

ヘ大學生ノ結核二對スル≒ログラム」列央定

シ、検診ノ方法トシテハ、（１）完全ナル「ヒスト

リー」、（２）胸部ノ理學的調杏、特ニ「ラ、セル」

ニハ呼気性咳楸ノ後ノ吸気二於テ聞ク。（３）「ツ

・ヽごルクリトJ皮内1丈嘸テ検スル。

　

陰性者・ヽ少ク

共毎年とヲ繰返ス。（４）Ｘ線寫翁テ上述ノ調査

ニョリテ息用ス。「ツ」反庖が陰性ヨリ陽性二韓

化セシ;行ニ｡ダ｀「ステレオスコピリクフィルム」テ

撮影ス、等テ掲デタルガ、べ・イヤーフ､及ソポア等

-ハTuberculin test and x-ray examination f

彊調シトソ」反感帽生者ノ成ル可ク全部ニＸ線検

査ｦ一行ヘリ。

余等ハ多クノ場合二於テ、定:ヅ「ツ」皮内以態テ

検シ、他方ニハ歴史、特二結核性疾患、肋膜炎、

度々ノ感冒、家族歴、主訴、全身症状、胸部理

學的所見、咳楸、喀痰、喀痰中ノ結核菌サ參考

トシ、全身症状二於テハ赤沈テ參考トセル場合

多キナリ。以上ノ如キ調査ノ間ニノヽ禄ノ’「カル

テ」ニ種々ナル質問事項ラ記入七シ八種々ノ

検診ヲ行ピクル後Ｘ線検査サ要｀’、ル二行テ決定セ
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ル場合多シ。「フィルム」大撮影サ行フ場合ニハ

費用ノ開係ヨリシテ要Ｘ線検査者ヲ定ムルニ・ヽ

上記ノ諸鮎ヲ･參考トシ取捨テ行フ。

利用スベキＸ線検査法

（１ｊ大撮影Grossenauf nah me

　

（イ）「フィルム」撮影

　

（ロ）寫真紙撮影「レントゲン・パピール」、

　　　

普通「ブロマｆド」

　　　

Ｈｅｉsig.ハ「ロール・パピール」ヲ用ユ。

く2) Schirmbildphotographie螢光像縮寫、或

　　

｡・ヽ間接撮影

く3) Durchleuchtung透説法等アリ。

其選揮ハ費用、設備、人敷、検診時日等ニョル

モノニシテ理想的ナルハ大撮影ニシテ全員り１

ルム」ヂ用フルモノナル事ハ勿論ナリ。次｡ハ

全員寫真紙ナリ。ノヽヽイジ､、ヒノ√レントゲン・八

　　　　　　　

一一

ビール」ヲ用ヒ１時間50人ヲ検診シ費用テ計算

シテ曰夕、螢光像縮寫ニョル陰影ヲ更ニ「フ１ノレ

ム」叉ハ寫真紙ニテ大撮影サナストナレバ「レン

トゲン・パピール」チ用ユル方費用少シトセ九

螢光像縮寫ニヨノレＸ線像ハ勿論不十分ニシテブ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー

ロイユングノ比較研究ニョレバ0.5―1.0粍ﾉ
ｰ一

大キサノ病竃｡ハ屡ｌ見落サレ、１粍以上｡ハ可成

確賓二見ルチ得トナセリ。之ハ２．４×2.4 ;「フ４

ルム」ニョルガ７．５×７．５ノ「フィルム」こヨリテ

モ倚病竃性質判断ニ､ハ不十分トセリ。熊谷教

授等ハ後者二近キモノサ用ヒルモ、大ニナレバ

ナル程費用モ大ナルヲ以テ、必ズシモ一般的二

用フベシト言フ能ハズ。

　

余等ノ経験一ヨレバ

２．４×２．４ニテモ相常二利用ノ、べ゛キ價値アリト信

ズ。殊二活動性診勘け精確ニナス必要ナクシｆ

何等カノ病竃アル者ラ見出人魚ナレバ、2.4x

2.4 -テモ費用及時間ノ上ヨリ見テ大二用フベ

キモノナリト考フ。透脱法ノ利用二就テハ既二

多クノ意見アリ。要ダヽ技術ノ熟練ノ如何、時間、

像ノ寫兵テ得デル事等テ考フベキガ多人数二用

フ事ハ不可能ナリ。

「レントゲン・パピール」ニ就テハ余及志村ノヽ既

二報告シ、志村ノヽ今同ノ學介二於テモ述ブル處

【第18巷

アリ。「フリレム」が高價且入手困難ナル故こ普

通「ブロー･fド」撮影ニテモ病竃ノ判断二相常利

用セラル・ヽヽごキ故ニ、比較的人数少キ集團検診ニ

テノヽ全員二之｡サ施シ得ベク費用ハ大艦「フリレ

ム」５或ハ６ニ對シテ１ノ割合ナリ、、カヽル故

二患者我見ノ集團検診ニハ使用セラルベシト考

フルモ、多人数ヲ･尚軽費用ニテ検診スル場合ニ

。・ヽ螢光像縮寫法が優レル黙アリ。此方法モネー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

ルフェルデルこヨレバp乍｡竿ニ・ハ既こ改良第４同
一一

目ノ器械テ得タリト報告セルガ、今後其登達｡ハ

刮目ス・ヽごキナリ。カヽル情勢ナル故二螢光像縮

寫法二就テハ決定的･ニ論ズル能､ハズ、今ダヽ唯余

等ノ用ピクル方法ヲ･記述セルニ止ム。

用ヒタル螢光像縮寫法

大儒二於テ勣rａ一Holfelder J方法ニョレリ。

螢光板列兪ヘル木製暗箱ヲ作レリ。螢光板二結

ブ「カｙラ」焦鮎距離90糎、螢光板ノ内側ニ20

％含鉛「ガラス」ヲ･播入ス。

螢光板ハ鶏逸「ノ｀ヽイデン」製「ネオサール」40）く40．

「カーメラ」ハ「ブ元

F 1．5．

「フィルム」゛｀「アグファ゜ライカ」用「スーパーパ

ンJo

管球ハ多ク･ハ「シー1／ヽフクス」水冷式10 KW。

登生装置､ハ軍相交流牛整流「オリエンス」彼。或

ノヽ三相交流全整流愛宕蜻テ用ヒ、距離約１米。

電歴､八三相交流ニテ70 kPｖ。電流90－100 M氏

普通ハ露光0．15秒、軍相牛整流ニテ｡・ヽ電屋75

kPV。電流95―100 MA、露光約０．２秒ナリ。

被検者ハ身長二嘸ジテ膝ノ屈曲ニョリ胸部ノ高

サテ一定セシム。暗箱ノ中央部ニテ順ヲ置ク・・ご

キ所サ刳り取り、暗箱ヨリ後方二出シタル腕木

－ヨリ雨肩ザ抑ヘシム。ネールフエデルノ注意

ノ如キ琥令ヲ･稜シ深呼吸ノ位置ニテ撮影セリ。

以下特ニ２集團二於ケル賓際ヲ･記ス。

集團桧診例

　

阪御間Ｋ工場二於ケル賓際。

毎日午後１時牛ヨリ５時迄ノ懐定ニテ被検者１日平均

350人、總員5200名二就テ行ヒタリ。

　

管球「s／－ 1／ヅ

クjス」10kw 2 本ヲ用ヒ、「ライカ」用「フィノ1/ム」１本
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ヲ寫ン終ル毎二管球ヲ換へ、其都度水ヲ替ヘタリ。「ラ

イカ」用「フィノ1/ム」１本ニテ34名ヲ撮影s／、放電其他

－ヨリ失敗アルヲ見積り２枚ノ除俗ヲ見置キタリ。郎

チ被検者34名ヲ１群トナs／、各人二番妓ヲ典ヘル事

ニョリテ、各人ト「フィルム｡」トノ間二飢語無キヲ期シ

‘タリｏ

密工場二於ケル成績ヨリ見レバ「フィルム｡」ノ入レ換

へ管球ノ取り換へ等ノ時間ヲモ含メテ、１時間平均

163名ヲ撮影｡ｽﾉいヽ容易ニシｆ装置ノ能卒、撮影二従

事｡スル人徴等ヲ整備スレバ、１時間180名位迄ハ可能

ナリト考｀ヘタリ。

集團検診例

　

大阪市某宇内努働者二於ル賓際。

本集團二於テ｡・ヽ全被検者約2,600名ヲ３日間二撮杉

び鯵ヘタリ。郎チ第１日｡ハ午前９時ヨリ午後５時牛二

到ル７時間牛（書食休憩１時間ニテ) 1,125名。第２日

ノヽ午後ノｉ約900名。第３日・ヽ午前及午後ニテ残り全

部ヲ撮影ン、第１日二於テ最モ速キ時ハ１時間ニ240

名ヲ撮影スルヲ得タロ。密集團検診二際シテハ装置｡八

三相交流、管球●ヽ「シーン､バス」10 kw 3 本ニテ交代

使用セリ。

撮影二従事｡ｽﾉ1／人員ハ受付事務員２名、撮を前ニ「カ

ルテ」番琥ヲ確ムル事務員１名。撮杉前二撮影姿勢ヲ

練習セヅムル喬師、撮杉時二姿勢ヲ正シＪヽル娶師各１

名、寫武器「シヤ､いター」ヲ切ル技術員、「l／ソトゲソ」

装置ノ「ヌイ。チ」ヲ入1ﾉﾉ1／技術員及ビ「フィルム」ノ

入レ換へ及ビ現像ノ技術員各１名、計僣師３名、技術

員３名、事務員３名ヲ要シ≒タリ。こ==･ノ内事務貝｡・ヽ看護

婦ヲ以テ代用セヅノ得。嗇此際撮影前二姿勢ヲ練習セ

ジムル事｡・ヽ、撮影速度ヲ大ナラジムルニ犬イユ数果ア

ルヲ認メタリ。

現像､ハ「メトール」ヲ多クセル泰氏ノ現像液ヲ用ヒタ

リ。本現像液司

ジ得ル利盆アリテ、約２時間ニテ技術員２名ニテ約12

本ヲ現像ン得タリ。

判定。’｀余等モ「ライフ」製ノアノレ「プ”ジェクター」こ

テ行ヒタルモ、亦相川氏ノ推奨セル如ク暗室「ラソプ」

こ乳白色「ｶﾞﾗ入」ヲ置キ、ソノ透過光線ニテ判定フヽル

゛、大ジタ不都合ヲ認メズ。

以上ハ今村内科二於テ行ヘル経験ナルガ、日赤
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兵庫支部療養院二於テ中谷、中村等。･ヽ三相交流

全整流平安琥サ川ヒ、管球ハ「シーン。クフヽ」10

KW、螢光板ノヽ「パターソンJB、「カメラ」ノヽ「コ

　

ンタ、クフヽjF 1．5、螢光板二結ブ「カメラ」焦黙

　

距離90糎ニテ、「アタ、チノ（ﾝ1ヽ）テ使川シ、管

　

球電歴、「フドレム」及ヒヽ耳像液テ種カナル場合

　

二就や比較研究ラナセリ。而シテ最良ナル寫具

　

ハ80 kPV、120 mA、0.2秒ノ條件ニテ、「サ

　

クラフノレム」ヲ用ヒ、六惣社現像液ニテ現像セ

　

ル時二得タルモに各種ノ條件二依リテ最適ノ方

　

法ハ白ラ異ル・ごキノヽ常然ナリ。

　

「レントゲン・パピール」

　

一般’゛:「しごIヽデュ゜：パピール」卜冊スルハ「レン

　

lヽダンプｆルム」ノ代用lヽシテ特二製作七ラレ

　

タル物ナルモ、余等八一般寫飲用lヽシテ販資セ

　

ラルヽ臭素紙「ブロ・イド」テ川ヒタリ。尚電燈

　

用「ブロベ・イド」ハ引伸用一比シ感光度早キ故二

　

尚一冊ノ利盆アルラ認メタリ。「ブロマイド」ニ

　

ョリ撮影ニヤレ際ハ、呉生装置lヽシテ三相交流全

　

整流テ用ピクル場合、距離１米、管球電匝65一

　

70 kPｖ、電流70－90MAノ條件ニテ「､ハイテン」

　

製「八ペシいレクピ。ﾄ」増感紙ヲ川ヒ、ソノ後

　

面ド‾ブ□

　

’フイド」ノ膜面ヲ接シ「カセ、テ」中ニ

ゝ人レタル場合ハ、ソノ露光時間ハ中等度胆格者

　

－テ０．７秒前後ニテ十分ナルモ、肥満セル人ニ

　

テハ１．０秒前後ニテ撮影シ得タリ。

　

勁「デロー･fド」ノ利用二就テハ今村、志村ノ報

　

告セル處ナルモ、志村ノヽ水墨介二於テ更二報告･

　

スルテ以テ詳細ハ省略ス。賠モ角「デロベ’･fド」

　

。・ヽ前述ノ如ク涯價ナルサ以テ集團検診二於ケル

　

利川價値アルモノト認ム。

　

尚「フｆルム」撮彫テナセル場合、多クハ各集團

　

ニヽ出張検診テ行フ必要上、「ポータブル」装置サ

　

以テ撮影セル事多シ。

　

恂集團検診二於ケル活針叫ﾐ診断、「ツ」尺吸ビ赤

　

沈等ノ庖用二就テ丿ヽ以下述ブル處アルベ≒

第３章

　

余等ノ得タル集團検診ﾉ成績

第１項

　

集團検診二於ケル結核患者検出率 先二余ノヽ日本醤事新報昭和12年11月27口授
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【第18巻

行第794琥二於テ14集團9409名二就テ活動性

肺結核ノ検出率テ記載セシガ、之等ノ集團ノ中

其後再ビ検診セルモノ及其後多敬二行ピクル集

團検診ノ成績テ併セ述ベンlヽス。但シ今同ノ成

績中ニハ前同脅表中奈良新山村小學校、阪御間

某中學校及兵庫新某錆山ノ３集團二就ｆ,ハ再録

セリ。今同ノ成績二於テ､ハ活動性肺結核、活動

性淋巴腺結核及惨出性肋膜炎テ合シテ結核患者

トナセリ。

　

ソノ成績ノ｀ヽ第１表二示セル如クこシ

テ集團サ分チテ（甲）全員「フリレム」撮影サナ

セル集團、（乙）一部「フリレム」撮影テナセル集

團、其中少数ニノ｀ヽ普通「ブロマイド」ヲ用1＝タル

モノアリ。（丙）全員螢光像縮寫テナシ、陰影ア

ル者ニハ「フｆノレム」叉ハ寫真紙撮影ヲナセル集

團トナセリ、、。

　　

’

　　　

集團検診二於ケノ1／結核患者検出率

第１表（甲）全員「フィルム」撮影ヲナセル集團

｜　　＝　　　　　　　　万一、活動性結核ｉ疑活動性結核．要注意結核感染筰

備考
　　　　　　昭和　　性‘　　　被　接七這　･總人a‘sク｣陽
被楡集團名≒白4でｙむ尹Eチ

總人員

二對jｽ

ﾉ1/％

｢ク｣陽
性者ニ1
對jスル.敷
％

徳人負

二對jス
ル％

｢ク｣陽
性者二

對ヌル
％

今西か4-1o濯よ中學宅

　　　　・　　　　　　　｜

1.403¦68.7 36 ２．６ ３．８41 ２．９ ３．９120 ８．６12.4

i4i高高奈13ナ2o‰大學生 482 88.1 11 2.3 ２．６30 ６．２ ７．０74 15.4 17.5

　　　　　　　　　１

繁i　　　

〉14-5　20そT31　’’
478 87.2 ７ 1.5 １．７22 ４．６ ５．３52 10.9 12.5

阪大病院
新入看護婦

9-4
1　　●4-10
　争　;看護婦
15-20生　徒

577 45.2 ３ ０．５ １．１ ２ ０．３ ０．７ ３ ０．５ １．１

神戸市外
某村仝村民 1半長レレi 285 51.3

〃ｊ ２．５ ４．９ ４ １．５ ２．９ ６ ２．１ ４．１

＿　　１　　ｉ
計　　　ｌ 3.225 61.7 64 ２．０ 3.2 99 ３．１ 5.0　255 ７．９12.8

第１表（乙）一部「フィノ1／ム」叉。･ヽ寫武紙撮影ヲナセル集團

（註）備考圖Ｆ八大「フ。ルム」撮影、Ｐ.・ヽ大寫ａ.紙撮影ヲ示ス

被接集国名
昭和　性　；　　　被　嶮｢ク｣
　　　　　　職業　　　謨陽

年月　年齢　　　　總大作性％
　　　　　　　　　ｌ　　　ｊ

）呑動性結核ｉ疑活動性結核 要注意結核感染者

備考

Ｘ纏

像撮影％
徴
徳人
ａニ

對ヌ
ル％

「ッ」陽:

性者二数

對.スル
％

總人

員二
對ヌ
ル％

「ッ」陽

性者二

對jスル
％

斂
總人員

二對ヌ
ル％

「ク」陽

性者二

對ヌノl/
％

謬Ｗ卜ザ混
學　童
固　兌

1.25144.0 12.8
　　l

５ ０．４ ０．９10 ０．８ １．８ ６１　０．５１．１Ｆ

同　　　上 13-10 ・ｙ ,，1　996 37.0 ６．１４ ０．４ １．１ ５ ０．５ １．１ ９！　０．９２．４Ｐ

同　　　上 14-5 苫｀♀7-9 99　1　548
　　　　　　！

46.5 12.8 ６ １．１ ２．４ ８ １．５ ３．２ ６ １．１ ２．４Ｐ

奈良駆某山村
小　學　校

11-8
含羊
8-13
學童1.330･14.2 15.3 ３ ０．２ １．４

ｊ
↓

｜

｜

１

Ｆ

和歌山市某
小　學　校

13-10 ●讐 ,，　　969 26.1 11.4 ７ ０．７ ２．７ Ｆ

大阪府下
某養護學圓

13-
14-

タ９ り　　　408 55.3 11.5 ６ １．５ ２．７ １ ０．２ ０．４ Ｆ

紳戸市高等小
學校二年

14-7 含革
14-15
宍と

年
1ﾐi 5.608 69.5 ５．７43 ０．８ １．２43 ０．８１．２233 ４．２ ６．０Ｆ

大阪府五
中等學校

14-2
含革
14-20
中學生1 2.722 59.8 12.1 30 １．１ １．８72 2.6　4.3 66 ２．４ ４．１Ｆ
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阪　紳　間
某中學校

12-5 14-18中學生 1.013 63.128.8 15　1.5　2.1　8
　　　　　　　　　　1

０．８　１．３ 3　　0.3　　0.5　F

大　阪　市
青年學校 15-2　含　青年學　　　14-21校生徒

1.006 63.3　７．９　３　０．３　０．５　　９・0.9:　１．４１３７　　３．７　　5.8　Ｆ

大阪府下
壮丁噪備検診

laT11
19ちO壮士21

.36269 .2 7 .8,124
1
0.6　0. 9 209 〉1.0 １．４↓↓０　2.1'　３．０　Ｆ

同　　　上
14:11ﾚ19-28

･･21.21967 .2 4 .7 372 1 .8’ 2 .7 128 0.6 ０．９　１７３　　0.8i　1.2 !　Ｆ
　　　　　　　　　ｌ　　　ｊ

某壮年團ml 13-2 ;　jlj　　‥　1.444 84.7 13.7 18 １．３　１．５　　　１ Ｆ

大　阪　府
小學教員

13-
7-11 21雲散亘11.8ﾊﾟ87.5

10.2 98 0.8　　0.9　181 ２．２ 2.5 Ｆ

同　　　上
14-
　7-11 　　散　負･9　　使丁 14.535

91.5 12.0104 0.7　　0.8　109 0.7 ０．８１３５１ ０．９　1.0 F

堺市某事務所 12-10
t♀
14-60
事務員 158 　　　　121.5　　8 ５．１　　　　１

　　｜

0.6　　　　　　　　　　＝　　　　F

大阪市Ｉ分社 13-8
ｔ革

15-60
會社員 302　84.4　7.7･　　4

　　　　｜　　　　　｜

１．３　１．５　　２０．７ 0.8 !仁0.3 i 0.4
　ｉ　　ｉ　　　　ｌ

Ｆ

大阪市Ｓ商店 11-10 j;ふ商店片13(97.8 30.2 ４ 2.9:　3.0

｜

｜ ｜
１
｜
｜

Ｆ

大阪府Ｆ工場
す
9
よTな)女工よ34560.6 2.3 10 0.3　0.5　1　19 ０．６　　ｌ　　　　　ｉ０．９　　　　　　　　　　　’Ｆ

呉市販某鎖山 11‾6，2j60 　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　ｉ　　　　　　　ｌ鱗夫503 61 .2 37.8 4 0.8 1.3　5 1.0 １．６　　　， Ｆ

開放性肺結核12-　含♀　　　1 707
192
2 19 11 97

患者周回検診15-　1 2-52 1　　　　　　　　　.　　・　j 13.7･14.9　　65　1　9.210.0　176　24.9　　27.0 Ｆ

計 91.409 71.9

　－　－

8.7 965　　1.1　　1.5　875　，
　　　　　　　　　　　　　　.　　　　！ 坤

ｉ

ｌ

第１表 丙 全員螢光像縮寫ヲナシー部｢フィルム｣叉ノヽ寫高紙撮影ヲナセル集團

I　　　　　　　　　　　　　　II活動性結核　疑活動性結核要注意結核感染着

　　　　　昭和一性　　　破格「ッ」
破格集同名　　・　　　職業白　　反陽刻
　　　　　年月　年齢　　　總人員池％貿
　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　１

総人

員二
對ヌ

ノ1/％

「ッ」陽一　　　總人「ッ上勝　　　り

性者ニj徽負二性者二徴誉会yy

對ヌルI’:對ﾌ､對ｱﾌﾟﾚ‘　ここ　゛
％　　　　、ル％.％　　，　ノ％

｢ツ｣反

陽性者　備　考
二封入　｀
ル％　Ｉ

大　阪　市
Ｎ小學校

14-11 Jじふ學　童　655 55.7
　　　１　　　Ｐ6 i 0.9

　　　ト
　　　｜

１．６22 ３．４６．１
１

大　阪　市
Ｄ小學校及
家政女學校

14‾12Ji97j學票　936 42.1 10　1.1 ２．６ ９ １．０ ２．４ ９　　１．０２．４

阪大病院
従　業　負

14-11 j
11よ)喬護果959

88.8

-

76.9

25 ２．６ ２．９41 ４．６ ５．２

大　阪　市
Ｔ紡績ｺこ場 14-10 13≒O女工〉1.424

５ 0.4 ０．５29 ２．０ ２．６70　　　5.0 ６．５

阪　紳　間
Ｋ　工　場

15-12:1Lj‰雷■j4う5.719 82.8 74 １．３ １．６67 １．２ 1.↓ 434　1　7.6 ９．０

「ツ」反陽性

ノｉニ螢光
倣縮寫ヲナ
セリ

大阪市某室
内分働者

15-3
11ふ事務員j

2.515 82.7 59 ２．３ ２．８41 １．６ １．９７９　　　３．１　１　　３．７

計　　　　　　　12.208 78.7 179 １．５ １．９209 １．７ 2.2　592 〆

（甲卜ヽ５集團計3,225名－シテ「ツ」反陽性率ダヽ

61．7％、活動性結核ハ64名、總人員二對シテ

2．0％、「ツ」反陽性者二對シテ3．2％ナリ。疑活

動性トナセルハ99名ニシテ總人員二對シテ３．１

％ニ常レリ。要注意結核感染者ノヽ255名－シテ

總人員二對シテ7．9％ナリ。活動性等ノ判断ニ
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ﾉヽＸ線像二重キテ於ケル故ニ(甲)群二於ケル検

出率｡ハ(乙)群二比シ重シ。

(乙)一部｢フバレム｣叉､ハ寫具紙撮影テナセル集

團ハ21集團ニシテ、内１集團・ヽ３同、２集團ハ

２同行ヒタルモ各同ヲ･１集團トセリ。

　

總人員

91, 409名、｢ツ｣反陽性率71．0％、Ｘ線撮影者､ハ

平均8．7％ニシテ、最モ少キノヽ2．3％、最モ多

キノ'ヽ37．8％ナリ。活動性結核ノヽ965名ニシテ總

人員二對シ1．1χ。｢ツ｣反陽性者二對シ1．5％

ナリ。疑活動性結核ハ４集團－テ・ヽ特記セデリ

シガ他ノ17集團二於テ875名、1．0Xナ几要

注意結核感染者ハ12集團－テ1,825名、1．7％

ナリキ。本群二於テノヽＸ線像テ得タル者ハ８．７

％ニシテ而モ活動性診断ハＸ線像ニョリ確定セ

ル故二活動性検出率・ヽ低キ数字テ示セリ。

(丙)全員螢光像縮寫ザナシ、陰影アル者ニ｢フィ

ルム｣叉ハ寫真紙撮影テナセル集團ニテハ全員

12. 208名ニｆテ｢ツ｣反陽性率ノヽ78．7％ナリ。

検出セル活動性結核ハ179名、全員二對シ１．５

％、｢ツ｣反陽性者二對シ１．９ガナリ。、疑活動性

結核ノヽ209名－シテ全員二對シ1．7％、｢ツ｣反

陽性者二對シ2．1％ナリ。要注意結核感染者ハ

４集團ニテ592名、全員二對シ5．6％ナリ。

郎チ總被検人員106,842名ニシテ、活動性結核

ノヽ1,208名、卸チ約1．1％ニ相常ス。而シテ疑

活動性結核ノヽ活動性結核ノ１乃至２倍ナリ。要

注意者ノヽ匯々タリ。｢ツ｣反陽性者ヨリノ活動性

結核検出率・ヽ第１表二掲ゲアル如ク大慾ハ１－

２％ニシテ總平均検出率ハ1．6％ナ几各集團

ニョリテ異ル理由二就テノヽ淘考フベキ鮎アリ。

諸外國集團検診二於ケル結核検出卒二就テハ既

－カイデーペーテルセンガErgeb ffes. Tbk-
-

一一

fschng Band VIII　ニ詳述スル處ナリ。叉米

國二於テ。・ヽAmer.Rev. Tbc J 1930年代誌上

二多数ノ文献掲ゲラル。本邦二於テモ諸家ニョ

リテ報告セラルヽ處ナルガ星圭氏ハ東北聾學會

雑誌第15巻第２彼(1939年)ニ於テ多数ノ文献

ヲ･紹介シ、諸外國及本邦二於ケル結核検出率ノ

表ヲ掲ゲタリ。

【第18巷

活動性ノ診断

最モ重要ナル鮎ナルガ、主トシテＸ線像二重キ

テ置クモ、全身症状理學的症仇喀痰中結核

菌テ參考トシ、叉｢ツ｣反鹿及ビ赤沈テモ考慮二

入レタリ。

χ線像ノ讃ミ方｡・ヽＸ線｢フリレム｣テ得ル條件ニ

ョリテモ差異ヲ来ス・ヽごク大二注意テ要スベキナ

リ。肺野及肺門部二於タル陰影が活動性タルヤ

否ヤ。・ヽχ線像ノミーヨリテ定ｙ得デル場合ア

リ。既二治癒セシト認ムベキカ或ノヽ長ク停止性

ナル主繊維性或ノヽ主硬化性陰影ヲ･活動性ト篤シ

得ずルナリ､、例ヘバ圓形浸潤ニテ小ナル物ノ'ヽ結

締織化シ活動性タラデルモ長クソノ陰影テ残ス

物アリ。叉肋膜炎後ノ肋膜肥厚ヲ以テ肺二於ケ

ル浸潤ノ陰影ト篤ス如キ。･ヽ必ズ避ク・ヽごキ事､ハ無

論ナリ。要スルニＸ線像ノ讃ミ方二就テハ非常

二慎重タルベ｀キモノーニーシテ之ノミニテ活動性テ

決定シ得ずル場合ア･ﾘ。斯ル場合ノヽ他ノ症状テ

參考トシ總合的診断テ塙スモノナルガ、恂決定

シ得ずル場合ノヽ疑活動性トシテ観察シ再検ヲ･要

スル場合アリ。嘗テ健康診断二於タルＸ線像ノ

判断二就テ田宮教授が注意テ喚起セシコトア

リ。余等モ活動性ナラデルモノヲ･活動性トシテ

判断セラレタル例二遭遇スル事アリ。治癒セシ

ト認ムベキ病竃モブロイユングノ報告ノ如ク稀

ニハ従来ソノ場所ヨリ活動性結核ヲ起ス事アリ

ト雖モ、斯ル稀ナル例ハ集槍二於テノヽ炭外硯シ

テ可ナリ。

Ｘ線像ヨリシテ活動性ト鴉セルモノ'､種々ナル

結核病竃ノ内、次表ニ定ﾉ'タルモノヲ―包含ｼ、

且第３度、第２度、第１度ト大別セリｏ

肺野ニ於ケル陰影ハ結核性炎衝、炎衝性結核、

堵殖性(肉芽性)結核、結締組織化、石沃化、無

気症、非結



第６琥】 今村＝結核二開スノ1／集團検診

集團検診二於ケル活動性結核Ｘ線像ノ種々相
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胸　　　部　　　Ｘ　　　線　　像 第Ⅲ度 第II度丿第１度

肺門腺結核
　肺内気管枝淋巴
　腺結核ヲ含ム

腫瘍状ヲナ.ｽ、載管枝周関陰影壇怪ヲ伴フモ
ノ多ｼ'、肺門陰影壇怪しｽ、全身症状(十)赤沈
促進、｢ツ｣反鹿陽性

大　　　　　小

肺門結核 大　　　　　　小

　　　　丿第１度肺尖結核 瀬蔓性、播種型、壇殖型

謬出型肺結核

渕蔓性浸潤

結核性灸衝 ﾘぐ4｀ニヨノレ

炎衝性結核（乾酸性肺炎及気管
枝肺炎）

第Ⅲ度

限局性浸潤

早期浸潤及其他 ﾌﾞこ4｀･ニョノレ

初感染肺病恣（疑活動性トセル

者アリ）

混合型肺結核
主参出型
混合型}二分ッ

主壇雌型

大(１葉以上)
中（１葉一
　牛葉）

小(半葉以下)

硬慢性肺結核 １葉以上ノ繊維性 空洞及大小ニョル

肺上葉炎
平等性、非平等性 空洞及大小ニ==1ﾉl/

　第　Ⅲ　度１超過性、他側福大性

播種型肺結核
－

仝肺、片肺 １葉程度｜

謬出性肋膜炎

・

肺結核合併ノ

疑!=アルモノ

肺結核合併ノ

疑ヒ少キモノ

　　　　　　

但、各項共空洞ノ有無、肺門腺腫脹合併ノ有無、肺尖結核合併ノ有無ヲ記載ス。

ニ結核菌テ澄明セズ全身症状多少アルトモ之ノ

　　

キモ多少ノ全身症状アリ或ダヽ赤沈多少促進セル

ミュテ活動性ト決定スルニハ不確食ナル者、肋

　　

モノ等ナリ。

膜二於テノヽ著明ナル肋膜肥厚尹有スル者或ハ最

　　

各集團二於テハ大健二於テ以上ノ方針二依り活

近二肋膜炎二罹患シ倚全身症状テ多少有スル

　　

動性、疑活動性、要注意者ヲ決定セリ。倚胸部

者、叉肺門淋巴腺二於テ・ヽ陰影増加セル者及ビ

　　

以外ノ結核ヲ･経過セルモノニシテ肺結核等テ有

肺門部肺野二僅少ノ陰影殊二斑状陰影ヲ件フ者

　　

セデルモノモ疑活動性群二編入セリ。叉2、3集

-=･シテ全身症状不確賓ナル者ヲ包含セリ。但シ

　　

團二於テダヽ活動性ト認ムベキモノモ止ムラ得ズ

新シキ疾患ニシテ全身症状著明ナラデルモ腫瘍

　　

疑活動匪トシテ取扱ヘルモノアリ。余等ハ個人

状テ呈スル者ノヽ活動性トナセル者ア几狗｢ツ｣

　

検診二於テモ多数ノ疑活動性結核テ初診二於テ

反息陽性韓化者ノ初感染症ト思ハルヽ者ノ内疑

　　

見ル處ナル故二集検二於テモ疑活動性ノ判定及

活動性二含ｙタル者アリ。(乙)群二於ラダヽＸ線

　　

ビ其ノ處置ニハ尚大二考慮テ要スベシ。

像ヲ見得デルモノニシテ理學的所見全身症状ヨ

　　

第２項

　

集團桧診ニテ検出セル活動性結核ノＸ

リシテ疑活動性トナセル者アリ。此中－ハＸ線

　　　　　　

線像

像ヲ見得レバ活動性トナシ得ル者アルベシ。

　　　　

第２表テ(甲バ乙バ丙)表二分チ、-・タ各集團二

要注意結核感染者トナセルモノハ、全身症状殆

　　

就イテ成績テ表示;セリ。余等が検診セル集團ハ

ド快除シ肺野二主繊維性小陰影アル者、叉ノヽ比

　　

所謂健康者ニシテ普通或ハ作業セルモノ大多数

較的大ナル石灰或ハ多数ノ石灰沈著テ有スルモ

　　

ナルモ、アル集團ニテハ既二治療テ受ケツヽア

ノ、肋膜肥厚アルモ全身症状無キモノ、肺門陰

　　

ル患者ニシラ｀'検診ノ際出席セルモノ等モ少数ア

影多少増加スルモ全身症状テ有セデルモノ、結

　　

リ、カヽル集團二於テ｡ハ第Ⅲ度ト認ムベキモノ

核患者二接近セシモノーシテソノ後1、2年テ経

　　

モ比較的多ク見出セリ。

デルモノ、及Ｘ線ニテノヽ陰影ト認ムベキモノ無

　　

倚各集團別二活動性結核テ病型別二観察シタル
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二年齢ニョル差異ノ他ニハ特記フ、・ヽごキ事項無キ

モ今後尚多敬二就キ行ヒ、或ハ其ノ推移ニョリ

【第18巻

更二記述ヲ･要スベキモ各集團二開スル詳細ナル

既及未登表ノ報告二譲り今ハ芯ラ省略ス。

　　　　　　　　　

第２表

　

集團検診ニテ検出セル肺結核ノＸ線像

(甲１)全員｢フィルム｣撮影(５集團)被検總人R3,225名

　

活動性結核62名(1．9％)

Ｘ　　　像　　　線
　活　勁　性　結　核
　　　　　－
Ⅲ　　　　　　　ｌ　　　Ｉ　Ｉ

疑活動性
結　　核

要注意結
核感染者

肺門腺結核　　　　ｉ 　　1　　　　　　1（1.6％）　　（1.6％）
43　　　　　　　　　147

肺’門　結　核
　３　　１　　　１
（４．８％）1　（1.6％）

肺尖結核ヲ伴フモノ ２ ０

空洞ヲ有ヌルモノ ０　　　　　　　０

肺　尖　結　核 　　1　　　　　　　5（1.6％）i　（8.1％）
21　　1　　25

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ １　　ｉ　　　３
｜

｜

空洞ヲ有ヌノ1/モノ ０　　　　　　０

早　　期　浸　潤
　　6　　　　　　　2
（9.7ぢ）　　（3.2％）

　　　９

-
肺門腺腫脹ヲ伴フモノ ６　　　　　　　２

肺尖結核ヲ伴フモノ ６　　　，　　０

一一空洞ヲ有ヌルモノ ０　　　１　　　０

混合型肺結核
　　8

(12.9％) 　　10　　　1　　　12（16.1％）｜（19.4％）
35　　　　　53

　　　　-
肺門腺腫脹ヲ伴フモノ ７ 9　　　　　　11

肺尖結核ヲ伴フモノ ７ ９　　　　　　　９

-空洞ヲ有ヌルモノ ３ ３　　　　　１

肺　上　葉　炎 　　1(1.6％)
　　2
(3.2％)

超過性 １ １ ｉ
雨割振大性 ０ ０

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ １ ２　　ｉ

肺尖結核ヲ伴フモノ ０ Ｏ　　　　　　　　　　ｊ
　　　　ｉ　　　　　　　　ｌ

空洞ヲ有-ﾌヽルモノ １ １　　１

播種型肺結核 3(4.8％)

空洞ヲ有jスルモノ

溶出性肋膜炎
　　2
(3.2％)

　　4
(6.5％)

21

計

　12
(19.4％)

　25
(40.3％) 　　25(40.3％)

99　　　　　i　　　　255

62(100％)

全員「フ。ルム」撮影ヲナセルモノ、郎チ第２表

（甲１）ニョリテ見ルモ、活動性結核62名中第３

度ノヽ12名、卸チ19．4％テ算セリ。

以下各集團二就テ活動性結核ノＸ線像テ分類セ

リ。

第２表（甲２）大阪市１中學校､ハ大阪市内ニア

リ、最近結核性疾患ノ登病比較的多ク、著シキノヽ

５人ノ同級生｢クリレープ｣ニ於テ先ヅ１名が肺結

核ニテ死亡、更二残り４名モ=次カユ肺結核ヲ農

病シ、１名ノヽ退學シ、２名ノヽ療養シツヽ通學シ、

最後二登病セル１名八

例アリ。斯ル状態二鑑え父兄有志ヨリノ｢フ４
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第２表（甲２）大阪市Ｉ中學校（全員「フィル」ヽ」）昭14．

　　

被検總人員1,403名

　

活動性結核36名（2.1％）

301

Ｘ　　　　線　　　像
活　勁　性　結　核

疑活動性
結　　核

要注意結

核感染者Ⅲ Ⅱ　　　　　　　Ｉ

節　門　腺　結　核
一一-̃－一一一
節　門　結　核

　1｀（2.8ソ）　でに２．８％ド　　22
---一一一一
　3 (8.3%-)　　レ:2.8%レ

76

肺尖腫脹ヲ伴フモノ ２　　　　　　　０

空洞ヲ有ヌルモノ　　　　　　　　　　　・　　　Ｏ　　；　　　０

肺　　尖　　結　　核　　　　　　　　　　　　　　　犬Lぐ2.8到ﾘ　3（8.3％） ５ ３

肺門腺腫脹ヲ件フモノ　　　　　　　　　万　　　１ ２ ４　　　’

空洞ヲ有フヽルモノ　　　　　　　　　　　　　　　Ｏ　‘　　　０ Ｏ　　　Ｉ

早　　期　浸　潤 ４(１１．１％卜　２･ﾀﾞ5.6％) １

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ ２　　　！　　　２

肺尖結核ヲ伴フモノ ２　　　　　　　０ Ｊ
ｊ

空洞ヲ有ヌノ1/モノ　　　　　ｉ ０　　　　　０

混合型肺結核　　　　.6(16.7％) 4(11.1%) 14 19

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ　　　　　　５ ４ ８

肺尖結核ヲ伴フモノ　　　　　　　５ ４ ４

空洞ヲ有ヌルモノ　　　　　　　　　２ ０ ０

肺　上　　葉　　炎　　　　　　　　1（2.8％） 2 (5.6%) １１

超過性　　　　　　　　　　　　　１゛ １ ｜

両側撞大性　　　　　　　　　　　０ ０

ａ

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ　　　　　　１ ２

肺尖結核ヲ伴フモノ　　　　　　　０ ０
ｌ

空洞ヲ有.スルモノ　　　　　ｊ　　　１ １

播種型肺結核　　　　　２ぐ5.6％ﾝ

空洞ヲ有ヌルモノ　　　　　　　　　１

謬出性肋膜炎　　　　ｉ ２ﾄﾞ5.6め　　3（8.3悦） 21

。　　　　　　　　　　9(25.0％) 17(47.2％)ドLO(27.8ぢ) 41 120
口¦　　　　　　　　　　・　　　　　　　36ぐ100％）

第２表（甲３）大阪帝大降學部學生（全員「フバにヽ」）昭13．

　　　　

被検總人員482名

　

活動性結核11名ぐ2．3％）

Ｘ　　　　線　　　像
活　勁　性　結　核

疑活動性
結　　核

要注意結

核感染者Ⅲ Ⅱ Ｉ

肺　門　腺　結　核 13 44

肺　門　　結　核
ｆ

↓１

肺　尖　結　核 １　　　１ ５ 13

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ １ ●

空洞ヲ有.スルモノ １　　　０

早　　期　　浸　　潤 ２ ″　４

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ ２

肺尖結核ヲ伴フモノ　　　　・ ２

こ　　空洞ヲ有ヌルモノ　　　　　；　・ ０

混合型肺結核 ２ ６ 12 13混合型肺結核
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肺門腺腫脹ヲ件フモノ
ー－－一
肺尖結核ヲ件フモノ
ー－－一
空洞ヲ有ヌルモノ
ー－－

　

計

トー－--

一 一

２

２

－

　

２

一一

　

４

－
１１

｀

　　　　　　　　　　　　　

ｊ

６

－

６

１
　
　
｛

30

第２表(甲４)大阪帝大醤學部學生(全員｢フィノ1/ム｣)昭14．

　　　　

被検總人員478名

　

活動性結核７名(1.5％)

74

　　Ｘ　　　線　　　像

肺　門　腺　結　核

活　動　性　結　核
疑活動性

結　　核
要注意結
核感染者　　　Ⅲ

一一‥

Ｕ Ｉ

６ 21

肺　尖　結；核 ８ ９

早　　期　浸　　潤 ２

混合型肺結核 ３ ３ ８ 20

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ ３ ３

肺尖結核ヲ伴フモノ ２ ３

空洞ヲ有jスルモノ １ ０

播種型肺結核 １

計
１ ３ ３ 22 52

７

第２表（甲５）阪大病院新入看護婦（全員「フィルム」）昭12―15.

　　　　　　

被検總人員577名

　

活動性結核３名（0．5％）

･ｔ？　　　　　　　　、r..Ｚ.　　　　　　　/ix.
活　動　性　結　核

疑活動性
結　　核

要注意結
核感染者Ａ　　　概　　　阻　　｜

　　　　　　　　　　　　Ｊ　　　　Ⅲ Ⅱ Ｉ

肺　尖　結　核　　　　　１ １　　１　　　２

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ ０

空洞ヲ有ヌルモノ ０

早　　期　浸　潤 ２

混合型肺結核
Ｗ　　　１

１

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ １

肺尖結核ヲ件フモノ ０

空洞ヲ有ヌルモノ ０

溶出性肋膜炎 １ =

計 ３ ２　　１　　　３

ルム」ノ寄附二依リテ集検テ行ヒタルモノナリ。

本中學二於テノヽ第Ⅲ度が比較的多キ,ハ中學生ノ

如キハ白受症状アルモ狗醤療テ受ケズ其中主惨

出型肺結核ト認ムベキモノアリテモ倚通學セル

者アノレ,ニーヨノレモノト考ヘラル。

第３表（甲3, 4, 5)大阪帝大醤學部學生二就テ

ノ’ヽ昭和13年度受検セルモノト昭和14年度二受

検セルモノトニ重複アル｡ハ勿論ナレド，昭和13

年度二於テ活動性結核ト決定シ引キ績キ療養中

ナル者ハ昭和14年度二於テズヽ除外セリ．倚注

意スベキ.ハ入墨或ハ入所ノ際巌重ナル身値検査

二合格シタル後更二集検ヲ篤セル看護婦生徒二

於テ．・ヽ第１度ノミーシテ，阪大醤學部學生二於

テハ第Ⅲ度無キ事ナリ．

第２表（甲６）紳戸市外某村全村民ニテ．・ヽ既二

自愛シ治療ラ受グ居ル者テモ含口
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第２表(甲６)神戸市外某村全村民(全員｢フ。ルム｣)昭14．

　　　　

被検總人員285名

　

活動性結核７名(2．5％)

303

Ｘ　　　線　　　像
活　勁　性　結　核

疑活動性
結　　核

要法意結

核感染者Ⅲ Ｕ　　　，　　Ｉ

肺　門　腺　結　核　　　　　　ｉ ２ ６

肺　尖　結　核 １

混合型肺結核 ２ １ ２ １

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ ２ ０ １

肺尖結核ヲ伴フモノ ２ １　　　１　　　０

空洞ヲ有.スルモノ １ ０ ０

計
２　　　　　　　１ ２ ４ ６

５

表ノ外二病症重篤ニテＸ線検査サ受ケ得ずリシ

　　

374名、第ｎ度.・ヽ372名、第Ⅲ度・ヽ172名ニシ

肺結核患者２名ナリ．．

　　　　　　　　　　　　　

テ全活動性結核中、夫カ40．7％、40．5％、18.7

第２表（乙１）八一部「フィルム」撮影テナセルモ

　　

％テ占ム．疑活動性結核ハ524名、要注意者.ハ

ノニシテ、16集團、被検總人員87119名中活動

　　

999名ナリ．

性結核ノヽ918名、卸チ1．0％ニシテ、第１度ハ

　　

以下各集團二就キ成績ヲ表示フ｀．

　　　　　　　　　　

第２表（乙１）一部「フ．ルム」叉.ハ寫a勤

　　　　　　　

被検總人員87,119名

　

活動性結核918名で1.0ｦぷ）Ｘ線像撮影卒:8.7％

Ｘ　　　線　　　像
活　勁　性　結　核

疑活動性
結　　核

要注意結

核感染者Ⅲ Ⅱ Ｉ

肺　門　腺　結　核　　　　　　i　　　　　　36（3.7％）73（8.0％レ　　282　　697

肺　門　結　核 31（3.4％）22（2.4％）　　　12

肺　尖　結　核 17 (1.7%) 31 (3.4%卜　　66　　1　　　15

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ 5　　　　　　　　　　13　　　　　　　　　　22

空洞ヲ有jスルモノ ０　　　　　　　１　　　：　　　０

Epituberkulose :　　　　　　　　1（0.1％） １

早期浸潤 16（1.8?ぶ）16（1.8％） ｜
｜

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ 9　　　　　13　　1

肺尖結核ヲ伴フモノ ７　　　　　　０　　ｊ

，空洞ヲ有.スノ1/モノ ４　　　　　　３

混合型肺結核 132(14.4%) 241(26.3%) 151(16.4ガレ　　145　　　1　　130

　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
肺門脇腫脹ヲ伴フモノ　　　i　　88　　　1　　197　　　　　・　　　　　96 97

肺尖結核ヲ伴フモノ 74　　　　　1　　　　160　　　　　　　　　　42 20　　　j　　　　　　｀

空洞ヲ有ヌノ1/モノ 66 ５９　　　１　　　８　　　；　　　０

硬慢性肺結核 3（0.3％） 7（0.8％） ；　　　　　　　　　　　　　｜

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ ３ ５

肺尖結核ヲ伴フモノ ３ ３

空洞ヲ有ヌルモノ ３ ５ ｌ
ｌ

肺　上　葉　炎 18（2.0％） 18（2.0?ぶ）ｉ

超過性 ８ ２

雨割振大性 ６　　‘　　　０

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ
　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　115　　　　　13 ！　　　　　　　　　　　　　，
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肺尖結核ヲ伴フモノ 13　　　　　　10

空洞ヲ有ヌノ1/モノ 12　　　　　5　　1

播種型肺結核 19 ’2.1ダド１５　１．６ダ）

空洞ヲ有jスルモノ ４　　　　　　　２　　　ｉ

謬出性肋膜炎 6（0.6ｸぶ）80（8.8ら） 19 157

計
172゛18.7?い372(40.5痢374ﾀﾞ40.7桧ぅ 524 999

918(100y･

　　　

第２表（乙２）

被接總人員2,795名

大阪市Ｎ小學校及幼稚園

活動性結核15名で0.5ち）

昭12. 13. 14.

Ｘ線像撮影率10．4ク．

Ｘ　　　線　　　像
活　動　性　結　核　　　ｉ　粉活勣怜

Ⅲ Ⅱ １ 結　　核

肺　門　腺　結　核 1　　　　　　　　3　　・　23

腫瘍状ヲナセルモノ ２ ６

肺　門　結　核 ２　　！　　　７　　１

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ ！　　　Ｏ　　　１　　０　ｉ
空洞ヲ有.ﾌ,ルモノ ０　　　　　　　０

肺　尖　結　核 １

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ
　　　　　　　　１一一一一一一　一　　　　　　，　　　０　　　ｊ空洞ヲ有ヌルモノ

Epituberkulose
　　　１　　一- １混合型肺結核

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ １

肺尖結核ヲ伴フモノ ｉ　　Ｏ　　　　　　　　ム

･空洞ヲ有ヌルモノ Ｏ　　‘　　　　　　　１

計
3　　1　　12　　1　　23

15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

大阪市Ａ小學校及幼稚園ト學校常局者ノ非常ナ

ル熱意二依リ、昭和12年以来施行シ来レルモノ

ニシテ既ニ３ヶ年間連績毎年１同宛ノ集検ヲ･行

ヘリ。小學生ノ如ク胸壁厚カラザル者二於テハ

Ｘ線像撮影二際シ露光時間短クシテ十分ナル故

ニ、「プロマイド」ニ依ルモ相常鮮明ナル像サ得

ルヲ≒

年度ハ｢ブローイド｣大撮影サ篤セリ。斯クノ如

ク小學生二行フ集検二於テハ経費ノ開係ヨリ

｢ブロマイド｣ノ使用テョリ多ク考フベキナリ。

常小學生及幼稚園見中ヨリ検出セル活動性結核

ハ肺門腺結核及肺門結核が其ノ大部分尹占ム。

　　　　　

第２表（乙３）神戸市高等小學校２年

　

昭14.

被瞼總人員5,608 Y^　活動性結核43名＼0.8ゼ）Ｘ線像撮影率5．7・ぶ　・

　　　　　　Ｘ　　　'線　　　像

－　　--i'-一一'-－-- -　　－　j1＝　　＝　=W　　　　　====㎜
　　肺　門　腺　結　核

　　活　動　性　結　核

Ⅲ　　　　　　　皿　　　　　　　Ｉ

　　　　　　　　　　　　　　ﾐｰ----=-‾ﾐﾐ　ｰﾐ̃-一一‾　　　　　１　2 (4.7トヽ　6（14.0y）

　疑活動性

　結　　核

＝　　.=---一一〃---̃--̃=-
　　　32

要注意結

核感染者

100

肺　門　結　核 6(14.0ｿ）　３ぐ7.0yｼ

肺尖結核ヲ伴フモノ ２　　　　　　　１

空洞ヲ有ﾌヽルモノ ０　　　　　　　０ ｜
肺　尖　結　核 1（:2.3y） ３

肺門腺膿腫ヲ伴フモノ １　　Ｘ ２
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第２表（こ３）紳戸市高等小県校２年生二就テ

ノ集検へ厚生省紳戸職業紹介所トノ協カユ依

り行ヒタルモノーシテ、其成績二就テハ既二登

表セリ。（山本､池田、宮西、中央醤學、第９巻、

第１琥、昭15）

　　　　　　　　　　　　　

’

第２表（乙４）大阪府中等學校二就キ行ピクル

一 一

　　　　　　　

第２表（乙４）大阪府五中等學校

　

昭14．

被検總人員2,722名

　

活動性結核30名(1.1ガン

　

Ｘ線像撮影卒12.1％
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空洞ヲ有ヌルモノ ０ ０

早　期　浸　潤 ３回.0％） １ぐ2.3％）

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ ２ １

肺尖結核ヲ伴フモノ １　　１　　０

空洞ヲ有スルモノ ０ ０

混合型肺結核 9(20.9％) 5(11.6％) １で12.3％） ８ ｒＷ
１

肺門腺腫脹ヲ件フモノ ９ ３ １ ６

肺尖結核ヲ伴フモノ ５ ３ ０ ４

空洞ヲ有ヌルモノ ２ ０　　　　　　　０ ０

肺　上　葉　灸 1（2.3％） 1（2.3％ド

超過性 ０ ０

両側核天性 ０ ０

゛　肺門腺腫脹ヲ伴フモノ １ １　　１　　　　　　　・
｜

肺結核ヲ伴フモノ ０ ０

空洞ヲ有スルモノ １ ０

播種型肺結核 2（4.7％ン

空洞ヲ有スルモノ １

溶出性肋膜炎 2（4.7％） 15

計
12(27.9％) 17(39.5％) 14(32.6％) 43 122

43(100％)

集検ハ、大阪府醒力課ト協力施行セルモノニシ

テ、Ｘ線撮影ノヽ凡テ｢ポータブル｣装置二依レリ。

木集検ノ成績二就テハ脱二報告セリ。(池田、

有馬、坂本、山本、中央脊學、第９巻、第１彼、

昭15)

．．　　　。　　　。　　　１　　　活　勁　性　結　核　　∧　秘活動性　　原注意肪
Ａづ匹恥

Ⅲ　　・ 　　ｎ　　　　　　　　ｌ　　　　　結　　核　　核感染昔

＿　__　_．　　　　_．＿_．　　　　　　__　__________　　　－　　　　　　____
　　　　　　　　　３ぐ10.0?い　　　　39　　　’　　58肺　門　腺　結　核

肺　　門　　結　　核　　　　　　　　　　　　　　　1　2(6.7ﾀん　　1 (3.3夕ぶょ　　　６

肺尖結核ヲ伴フモノ　　　　’　　　　　ｉ　　　１　　　　　　０　　，　　４

空洞ヲ有ヌルモノ ０　　　　　　０　　　　　０

肺　尖　結　　核 1（3.3％レ　　3ヶ10.0％）

肺門腺腫脹ヲ件フモノ １　　　　　　２

空洞ヲ有.スルモノ ０　　　　　　　０

早　　期　　浸　　潤 1（3.3％卜　2（6.7伺

肺門腺腫脹ヲ恪フモノ １　　　　　　　２

肺門結核ヲ伴フモノ　　　　　　　　　　ｉ　　　０　　　　　０

空洞ヲ有.スルモノ　　　　　　　　　　　　１　　　０　　　　　　０

混合型肺結核　　　　　、4(13.3％) 6=T20.0％）　1（3.3％）1　　24　　　　　　6

肺門腺腫脹ヲ件フモノ　　　　　　４ ４　　　　　　　１ 16
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肺尖結核ヲ件フモノ ３ ２ ０　　　　　　　４

空洞ヲ有ヌルモノ ２ Ｏ　　　！　　　０　　　　　　　０

肺　上　　葉　　炎 1（3.3％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

ｌ

超過性 ０
１

１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

両側楯大性 ０ １
１

肺門腺腫脹ヲ件フモノ １ １ｌ

肺尖結核ヲ伴フモノ ０

空洞ヲ有.ﾌ,ルモノ ０

謬出性肋膜炎 1（3.3％） 3（10.0％）　　　3　　　　　　2

計
5(16.7％) 12(40.0％) 13（43.3％）　　　79　　　　　　　　　　　αa

30(111%)　　　　　　　　　　　・‾　　　　　　｀'｀'

　　　　　　

第２表

被嶮總人員1,006名

(乙５)大阪市青年學校

活動性結核３名(0.3ﾀぶ)

昭15.

Ｘ線撮影率7.9％

Ｘ　　　　線　　　像
活　動　性　結　核

ヽ疑活動性
結　　核

Ⅲ Ⅱ Ｉ

肺門腺結核　　　　ｌ　　　　ｌ　　１ １　　４
腫瘍状ヲナjスモノ １

肺　門　結　核 １　　　　１ ５

混＆型肺結核 １　　２
肺門腺腫脹ヲ伴フモノ　　　ｉ　　　　　　ｉ　　　　２　　　　　　　　　　　ｉ

肺尖結核ヲ伴フモノ ｉ　　　１

空洞ヲ有ヌルモノ １　　ｉ

計
ｉ　　３　　１

９
３

第２表（乙５）大阪市青年學校二就テノ集検ハ

大阪市教育部トノ協カノ許二行ヒタルモノーシ

テ活動性結核ノ検出率甚グ低キノヽ訣席者多ク、

多少ノ白受症状テ有シ、叉ハ結核性疾患ノ疑テ

多少共有幻レ者､ハ受検セザリシ傾向アル事賞二

因ルモノト考ヘラノレ。

　　　　　　　

第２表（乙６）大阪府下壮丁議備検診

　

昭13．

被検總人員21,362名

　

活動性結核124名（0.6％）Ｘ線撮影叉・ヽ透硯牢7．8％

，　　　　活　動　性　結　核
疑活動性

結　　核

要注意結

核感染者Ａ　　　　　邨犬駅　　　　１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ　　　　Ⅲ Ⅱ　　　　　　　Ｉ

肺　門　腺　結　核　　　　　　　１ 4（3.2％） 8（6.5％） 86 280

″肺　門　結　核 ５ぐ4.0％） 5（4.0％）

肺尖結核ヲ伴フモノ ４ １

空洞ヲ有jスルモノ， ０ ０

肺　尖　結　核 1（0.8ぢ） 34

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ １ 20

空洞ヲ伴フモノ ０ ０

早　期　浸　潤 3（2.4％） 2（1.6ぢ）

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ ２ ２

肺尖結核ヲ伴フモノ ０ ０

空洞ヲ有スルモノ ０ ０

混合'型肺結核 12（9.7％） 30(24.2％) 15(12.1％) 80 100
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104で10(ドい
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第２表（乙13一開放性結核患者周1田亀冷
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モ検出率高キ例ナリ。

　

心調査ノ對象・ヽ貧田家庭

ニヽン飛tユ白受症-ﾉ有-いし行レトこ大部分・ヽ療

養シリト:'サλモノ十リ。一本検､lｹﾉｰ一剖S成ジレヽ叫

二報告七リ。(藤井明、新興回學、卵２荏、弟

６琥、昭14)

第２長(丙１ノ

　

全員螢光像縮ざレ隠ししべに團ノ

總括ニシテ、４集剛、被検總人員9, 825名中。活

動性結核・ヽ125名、附け約１．３≒ニ常リ、内ぷ1

Jいヽ38名(29. 5'-り、弟２度ハH3 f,(48.X'帽、
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312 今村＝結核二開jスル集團検診

　

第２夫宍丙１）全員螢光像縮寫

被検總人員9,825名

　

活動性結核

　

４集團．

129名T1.3％
ぺ
／

【第18巻ﾆ

ｉ　　　　　　　　　

活　動　性　結　核　　　　｜疑活動性　　要注意結

｜　

Ｘ　　　　線　　　倣　　　

ｌ　　　Ⅲ　　　　　　　ｎ　　　　　　　ｌ　　　　　結　　核　　核感染者

　－　　　　　　　　　　　　　一一_　＿　　　　．．　　　　　<‥．　　　＿　　　．ヅ　．＿　．___　　　　‥　　　　　　　　一一　　　一一一　　　　－　　　　　ｌ　－　　　　　　　　　　．Ｆ　肺　門　腺　結　核　　　　　　　　　　　　　　9　7.0≒　　7　5.4ソ）　　65　　　　　88

肺　　門　　結　　核　　　　　　，　　　　　　　４‘３．１≒･　　４　３．１ダ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-一一　　　　－－　　　　　　　　　　　　　一一一　　　肺尖結核ヲ伴フモノ　　　　　　　　　　　　　０　　　　　０　　　　　　　　１

　　　空洞ヲ有.ｽﾉﾚﾓﾉ　　　　　　　　　　　　　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　　　　１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾ｗ　　　〃肺　尖　結　核　　　　　　　　　　　　ｉ　８よ６．２Ｖ　　６ﾌﾞ4.7榴）　　14　　　　　4

肺門腺腫脹ヲ伴っモノ　　　　　　　　　　　　　７　　　　　５

空洞ヲ有.ﾌヽルモノ　　　　　　　　　　　　１　　　１　　　　　　０

Epituberkulose 1　‾0.8≒,）

早　期　浸　澗 11　<s. 3 *ぶ）　7 :5.ャ､つ　　　　１　　　　　　８

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ ８　　　　　　　６

肺尖結核ヲ件っモノ　　　，　　　　　　　　　６　　　　　１

空洞ヲ有.スルモノ　　　　　　　　　　　　　　　　５　　　　　　０

混合型肺結核 21 16.39レ　29 22.5ゾ）11 8.5仏工　　30　　　　5

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ　　　　　　20　　　　　25　　　　　10

１　　　肺尖結核ヲ伴っモノ　　　　　　　20　　　　　26　　　　　4

空洞ヲ有.スルモノ　　　　　　　　13 ８　　　　　　　１

硬慢性肺結核　　　　ｉ １　０．８≒）

肺　　上　　ぞ　　炎　　　　　　！　1　0.ド.ド　1　0.8痢
超過性

　　　　　　　　　　　　__＿　　__

Ｏ　　　ｉ　　　０　　　１

両側拡大性 Ｏ　　　１　　　０
　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　・

肺門腫脹ヲ伴フモノ　　　　’　　　１　　　１　　　１　　　　　　　　　　１　　　　　　　：

肺尖結核ヲ伴フモノ　　　　　　　１　　　　　０　　　　　　　　１　　　　　　，

空洞ヲ存ヌルモノ　　　　　　　　　１ Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ

播種型肺結核　　　　5 3.9ダド１ﾀﾞ0.8帽　　　　　・

溶出性肋膜呉　　　　　　　　　j　　　　　　　　　2 C1.6≒） 16

_.　　　　　　　27 20.9Q.ぶ　64^49.6･レ　38 29.5ぢ｀　　　　　　ｊ

ｊ‘　　　　　　　　　　◇‾　　　　‾‾‾‾　　‾‾　　1屈　1面ぐ‾　　‾‾‾‾‾‾　　　　‘　　　　110　　　L　　121

　　　　　　

第２夫（丙抑大阪市Ｎ・jヽ學に

　

昭14．

被瞼絢人員655名，活動性結核６名0.9ヽ。
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第６彼】 今村＝結核二回入ル集團検診

　　　

第２表（丙３）大阪市Ｄ小學校及1れ政女學校

　

昭14．

被検總人員936名

　

活動性結核10名工1％）大撮杉生8.3％

313

‘X7’　　　　　　　心内　　　　　　　　/if.
活　勁　性　結　核

疑活動性
結　　核

要注意結
拉感染者

　　　　　　　八　　　　　　　　４×k　　　　　　　　μＫ　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　Ⅲ　　　　　　　　　　ｎ　　　∠　　　　　Ｉ

一一一一一一一一一一一一－－－一一-

　肺　門　腺　結　核　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　　４　　・　　９

〃-‾‾→ﾐ⌒=四∽-～　　　　　　＿　__--一一　一一　　．-．一一　．　　　　　　　　　　　　　｜　　--,ﾐ
　　　腫瘍状ヲナフ､モノ　　　　　　　　　　　　！　　　２　　　　　　　１　　　！　　２
一一一一一一一－-－-

８

肺　　門　　結　　核　　　　　　　　　　　　　　　｀　　１　　　，

　　肺　　尖　結　　核

〃　　　　　●̃　　　　　　　　　　　　　　〃－　　　　　　　　　　－　－　　　　一　　　　　　皿

　　　　　　肺門腺腫脹ヲ伴フモノ

１ ｜

１　　ｉ　　　　　　，

空洞ヲ有ヌルモノ ０
ｊ

１

混合型肺結核

¬　－　－－　　　　　　　－ - 　 　 　 　 　 　 一 一 一 ＝ - →

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 － －－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 -

２

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ ２ １
１：

肺尖結核ヲ伴フモノ　　　　ｉ １

空洞ヲ有ﾌ､ルモノ　　　　　！ １

謬出性肋膜炎 １

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　　　１　　　　７

汁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥一一一□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10
９ ９

　　　　　　　　　　　

第２表（丙４）販紳間Ｋ工場

　

昭15．

被検總人員5,719名

　

活動性結核74名（1．3％で

　

大掻ぢ卒4.8≒「.ツ」反陽4,725名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活　　勁　性　　結　　核

ブこ　フフ　ィ　ル　ム」　像　　　　　‾‾‾　　’‾‾‾‾‾　　　　　‾‾　‾‾‾　　　　１　　　　　　‾‾　‾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅲ　　　　　　　ｎ　　　ｉ　　　　ｌ

疑活動性

結　　核
要注意結
核感染者

肺門淋巴謀結核　　　　　，　　　　　１ぐ1.9％）　2 ･13.7％ﾂﾞ 17

　　　　　　　　　　　　　　　--　---’－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
肺　　門　　結　　核　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　　’　2 ’3.7ｦぶ）　2 ’3.7％八

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

16

肺　　犬　　結　　核　　　　　　　　　　　　　　　　　　1(1.9?･）

　　肺門腺腫脹ヲ伴゛7゛タ　　　　　　　　　１　　　１

２ ３

　　空洞ヲ有ﾌヽﾉ1/モノ　　　　　　　　　　　　　　　　０

早　　期　　浸　　潤　　　　　　　　　　　　　　　　　3(5.6夕ん １ ４

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ　　　　　　　　　　　　２ １

肺尖結核ヲ伴フモノ　　　　　　　　　　　　　　　　２ ０

空洞ヲ有スルモノ　　　　　　　　　　　　　　　２ ０

混合型肺結核　　　　づ3･24.1バン　17(31.5％レ6(11.1ｦぶ:

　肺門腺腫脹ヲ伴フモノ　　　i　　13　　　　　16　　　　　5

18 ３

16

肺尖結核ヲ伴フモノ　　　　1　　13　　1　　15 ２ 　　　　　　　　　　　　110　　　i

空洞ヲ有クヽル■=6 7　　　　　１　　　７ ４ ０ ０

硬慢性肺結核　　　　　゛　　　　’１ﾀﾞ1.9ダ）

肺　上　薬　炎　　　　　　｜　レ土㈲（

超過性　　　　　　　　　　１　　　０　　　　　　　　　１

両側福天性 ０
｜

Ｓ

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ　　　！　　　１

肺尖結核ヲ伴フモノ　　　　；　　　１

空洞ヲ有.ﾌ､ルモノ　　　　　　　　　１

播種型肺結核　　　　:4に７．４ｙ･ ・ ７

溶出性肋膜炎 1　1（1.9％］

計
18(33.3% I 25(46.3%) 11(20.4％) 38 33

54く100ぢ）



314 今村＝結核二開スノ1/集團検診

螢光像縮少寫屁倣　　ｉ活動性結核 疑活動性結核

肺野二廣砲園刈ごμアルモノ ４

中等度ノ陰いアルモノ　　　　　１　　　　↓

　　侠宛閲ノ陰がアルモン

肺門部陰恥曝怪スルモノ　　　‾｀

　　　　　　　　　　　６　　　　　　　　　　　　　　　１４

－　－　　--　　　　　　　　　－　　－ --

　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　８

　　　　　　　　　　　皿い-　　　　　　ij　i¶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　-=　　　　　ﾐ｀ｗ-　　　　　　　　　　　--
　　　　　　　　　　　３　　　　　　　　１

肺尖部二陰影アノ1/モタ

肋膜炎陰影アルモノ

計 20　　　　　　　　　　　　　　29

　　　　　

第２表（丙５）大阪市某室内努働者

　

昭15．

被検總人員2,515名

　

活動性結核59名ぐ2．3％）大撮影率9．0％

【第48巻

Ｘ　　　線　　　倣
活　動　性　結　核

疑活動性
結　　核

要注意結
核感染者

Ⅲ Ｕ １

肺　門　腺　結　核 ６ｊ０．５％ｯ・ 18 64

肺　　門　　結　　核 1 (1.8ソ）

肺　尖　結　核 7（12.3?ぶ卜　5（8.8蝶） 12
　　　　　 1

　 　 　 　 　 　 　 ㎜ - - 　 l 〃

　 　 　 　 　 1

　 　 　 　 - - 　 - W 皿 　 Ｗ - - 　 - Ｗ

　 　 　 　 　 ０

　 　 　 　　４

　　　　　　－

　　　　　２

一一 - ‥ - 一 一 - 　 　 - - 一 一 一 - -

　 　 　 　 　 ０

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ ６　　　　　　　４ Ｓ

空洞ヲ有.スノ1/モノ １　　　　　　　０ ０

早　　期　　浸　　潤 8(14.1％) 7で12.3％パ

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ ６ ６

肺尖結核ヲ伴フモノ ４　　　　　　４　　１

空洞ヲ有スノ1/モノ
心

３ ０ ０

混合型肺結核 8(13.6％) 10(17.0％) 3（5.1％） 11 ２

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ ７ ７ ３ ６

肺尖結核ヲ伴フモノ ７ ９ １ ４
－ 　 － ｉ 皿 ■ 　 Ｗ Ｗ

空洞ヲ有jスルモノ ６ ４ ０ ０

肺　上　葉　炎 1（1.8％）

肺門腺腫脹ヲ伴フモノ １
－－－

播種型肺結核 1（1.8％） 1（1.8％）

謬出性肋膜炎 ！　1（1.8％）
._＿

　　　41

８

計
9(15.3％) 33(55.9％) 17(28,8％)

79
59(100％)

ケ得ザリシ者ノ内20名ハ、縮寫像ノミュヨリ活

動性結核ト決定セリ。恂本集團二於テダヽ大撮影

ノ｀約３分２ノ「フィルム」約３分ノ１ハ「ブロマ

４ド」ヲ使用セリ。

第２表（丙５）大阪市某室内努働者二於テ・ヽ全

員二螢光像縮寫ヲ･行ヒ、大撮影ハ凡テ「ブローi・

イド」ニョレリ。螢光像縮寫テ行ヘル他ノ２集

團ノヽ大撮影テ行ヒ得デリシモノ比較的多キヲ以

テ其詳述ヲ省略セリ。

以上活動性結核ヲ其ノ軽重ニョリ、最モ軽キヲ

第１度トシ進展セルニ従ヒ第II度、第Ⅲ度トナ

セリ。集検二於テ第Ⅲ度ヲ直チェ重症ト言フ・ヽ
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第３項
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陽性率及陽性度
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倚余等／ヽ今村内科外来二於-jうヽ。赤沈値測定・ヽ

18―20度ノ恒温室中－テ行ヒ、且１時間値及２

時間値サ測定シ居レルモ、盲験二於や・ヽ多散人

二就キ行フ故ニ１時間値ノミ４以テ判定セリ。

而シや縄験二依レバ１時間値小ニシう゛２時間値

ノ著二々大ナ･レ例､ハ甚グ少敷十几叉測定時室

温ノ差二開ノ、ﾌﾚ補正ハ各人ニヽ＝1リテ差異ｊ'リテ

一様二行ヒ得サ≒モノノ如ク、集検二於やノヽ恒

温装直ラ用1二得ずル場合多キフ以テ、甚グ高温

叉・ヽ低温二於テ測定セ川直二就元・ヽ、注意？要

ス゛キキリ。カ｀ル故こ1淡瞳1ノ影響尹少｀夕'７丿｀

鴉ゝモ１時間値ノし

シ恒温装置ニョリ、叉１時間値及２時間値べ則

定'いレ事或ハ詳細二観察いレ事が理想･･ﾉし

　

タゝ言

列矣タザル處ナリ。

　

トモカツ試験管刊訂温二一入

レ得サ七場合多キ集検二於テ・ヽ赤沈測定時宅温

ラ4Zヽズ言已丿敗９ヽ･レ゛liハ必ヽ要ナリｃ

第６項

　

検出セル活動性結核患者ノ赤沈値

第６表側句ハ全員｢フドLム｣撮影丿篤セル集團

【第18巷

ニ於テ検出セ･L活動性結核患者ノ赤沈値ラ示セ

･しモノニンヘ總被検人員3,089名中、活動性

結核患者60名、内１時間値1－10、11名、1一一10

値ヲ有プ、.ﾌﾚ全員二對シ1．5％、11―203リハ20

名、3．2％、21―30ヨリノU4名、13．7％、41－

50ヨリハ５名、15.6几、51以上ヨリハ10名25

り

／び リ。

第６表(こリヽ一部じフいLム)撮影プナい･･集團

及ヒヽ≒丙)螢光像縮寫ヤレい･･集圃二於やモ略ｌ

同様ノ成Ｗに示シ、一般二赤沈促進セ・モノヨ

リノ検出率ハ高シ。大儀二於テ男子・ヽ赤沈１時

間値20以上、女子ハ30以上二於テ活動性結核

多キ故へ判定基準ハ男子二於テハ11以上、女

子二於ラハ21以上尹利μ促進、がしヽ於テ・ヽ

21以上、女子二於-7･ノヽ31以上ヲ軽度促進、男子

二於や・ヽ31以上、女子二於やハ41以上ヲ中等

度促進、男子二於テハ41以上、･女子一於テハ

51以上テ強度促進lヽ大別シテ活動性診断ノ參

号二資シ｀ソヽアsに

第６表

　

嶮出セル活動性結核患者ノ赤沈組

　　　　

C甲）全員いイルム」撮影
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奈良駆某山村小學校　11-8 含♀
11-13
23°C 219 ３ １ ２

神戸市高等小學校二年 14-7
含♀
14-15

28°C－

　32°C
5,608　430.8％ 　10.1％　50.9％

　13
4.1％

　24
25.0％

大阪府五中等學校 14-2
含♀
14-20
15°C 2,722　30

1.1％ 　10.1％
　2
0.2％　60.5％

　6
0.7％ 　　622.2％

　　9
20.9％

阪御間某中學校 12-5
　t
14-18

18°C 1,013 15 　　１２　　　　　７ ５ １

大阪市青年學校 15-2 　含｀14-25
12°C-

　14°C
1,006
　3
0.3％

　１

９．０％ 　　228.6％

大阪府下壮丁堡備検診 　　8
13ャ
　　11
　含19-20
18万万21, 362　124

0.6％
　　3
0.02％
　8
0.3％ 　40.5％　205.8％

　13　1　76
7.3％26.2％

同　　　　　　　　　上 　　8
14-1
　　11

含革
19-28

･･　21,219
　372
1.8％ 　170.1％

　30
1.2％ 　51　1　　　1216.5％1　　27.4％ 　15367.1％

大阪府小學教員 13バ 　含革21-65
,，　11,844　98

0.8％ 　　10.02％ 　50.2％ 　141.6％ 　176.1％ 　121A% 　4920.1％

同　　　　　　　　　上 　　7
14-1
　　11

ｊ・ ９９ 13,830 　1040.8％
　7
0.1％
　5
0.2％
　13

1A%

　16
4.2％ 　158.6％

　48
18.7％

大　阪　市　Ｉ　會　此 13-8
含♀
15-60

280 C-
　　32°C 342 1.j％ 　13.8％ 　　116.7％ 　　120.0％ 　　133.3％

大　阪　府　Ｆ　工　場 13/ 含♀
15-50

参ｙ 3,224 　130.4％ 　10.1％ 　30.9％

　２

９．５％
　　7
100％

兵　庫　顛　業　俵　山 11-6 　含20-60
18°C 19ｲ2j％

　1
1.0％ 　11.9％

　　2
13.3％

開放性肺結核患者
周　　閲　　檜　　診

12

115

含♀

2-52　　ﾀ9 707L?≒
　５

１．８％
　26
14.2％
　　14
20.9％ 　　132.4％ 　1144.0％ 　　2964.4％

計 84･ 221＼L?1うし　38
0.2％
　86　　1　　118
0.5％12.5％

　　272　　　　１　　399

11.4％　゛32.3％

第６表（丙）全員螢光像縮寫
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破格集国名
検診
年月
　性
年齢

赤　沈

測定時
室　温

被　桧
總人員

活動性

結核検
出撒及

　が

　　赤沈灰塵１時間値　　赤゛　__‥＿　　　__　＿　　　　　__＿っヽ沈

1-10　11-20　21-30　31-40141-50 51以上i行ハズ

　　　　　　　　　　　　　　ｊ

大阪市Ｎ小學校 昭和14
年11月

含革
11-13

18°C 695　　60.9％ 　１　１０．５陽 　27.7％
　　3　i　　，
13.6％

大阪市Ｄ小學校
及家政女學校

14-12 含♀
11-17 ９９ 586

　6
1.1％
　2
0.7％ 2長 　15.9％ 　　29.5％

大阪病院従業員 14-11 含革
15-60

タヌ 881
　25
2.6％ 　10.3％ 　　20.6％ 　4　　　53.7％11.9％ 　　741.2% 　　　616.2％

●

大阪市Ｔ紡績工場 14-10
　革13̃60

20°C 1,424 　50.4％ 　　1 22.2% 　26.9％ 　27.7％

16阪神間Ｋ］ﾐ場 　　１15-1
　　２

含♀
15-55

12°C 5,719
　74
1.3％

31 ６ ５　　　５ ３ ８

大　　阪　　市
某室内発動者

15-3
含革
17-55

18°C. 2,515
　59
2.4％

10 17 ９　・　７ ４　ｊ　９ :j

計 11｀8201141瓦ﾗし 豺
0.2％ 　26　　1　　190.3％11.5％

　20
2.3％
　17
12.5％
　30
12､2％　19

　　

（註）％記敷ナキ分。･ヽ全員二赤沈反喉ヲ施行セズ検出患者／ｉ二行ピクル集團ナリ。「計」ニ於ケル

　　　　　

‰・ヽ全員二赤沈反庖ヲ施行セザル集團ヲ除キｆ検出率ヲ計算セリ。

赤沈ノ促進セル者ダヽ結核性疾患アル・カ或ハ他ノ

　　

ガ観察シタルニ、第７表二示セル如ク、此中ヨ

疾患アルカ、他ノ生理的影響ニョルカ、或ハ叉

　　

り相密教二結核性疾患ノ登病テ見ルモ、５年後

赤沈測定手技二因ルモノナルガ、赤沈１時間値

　　

ニテ狗赤沈促進シツヽ健康ヲ槙クル者モアリ。

31以上ノ者二就キ昭和９年来教室ノ黄楊一雄

　　

叉一面第６表二於テ見ル如ク1－10ノ如キ常値
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二 於 テ モ 全1-10赤 沈 者 ノ0 .2-0.5%二 活 動

性 結 核 テ 検 出 セ リ。 爾 集 團 検 診 後 結 核 褒 病 セ ル

者 ノ最 初 ノ赤 沈 値 テ6集 團 、5,327名 二 就 キ調

査 セ ル ニ 赤 沈 値1-10ヨ リノ・1.60,11-20ヨ

リノ、2・396、21-30ヨ リノ、3.196、31-40ヨ リ

ノ、19.896、41-5(》 ヨ リノ、6Q.8%、51 .以」=ヨ リ

ノ・42.3%一 シテ31以 上 ヨ リ登病 セル者ハ傘二

於 テ1-30ヨ リ登病 セル者 二比 シ遙 カニ高 シ。

然 レ共第'7表 二見 ル如 ク赤沈促進 セルモ ノガ、

必 ズ シモ近 キ將來 二結核登 病 テ爲 ス トハ言 ヒ得

ザ ルナ リ。

第7表 繊維工場女工手二於ケル赤沈促進者 ノ経過

(「結核」第15巻 第3號(昭 和12年)雲 表後 ノ経過(黄 楊調査)

専

「ッ」皮 内 反 磨 赤沈(1時 間値)

番 號 一㊤品
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一
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一
40

一
34
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一
37

一
34

47133
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一
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一
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一
35

一
34
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一
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一
58

34

一
47

一
32

一
37

一
37

13

35
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25

40

111

12-5

40

41

93昭

12-8

30

i昭 和11年 現在
疾

14胸 部X線 像

37

31

著墾ナシ

雨肺門部陰影稽 く

増加

病

35

73

35

40

7
.

0

0
0

9
旬

9
～

9
～

5

0
σ

n
δ

00

27

41

61

昭12-12肺 結 核 死

亡

雨肺門部陰影稚 く
増加

雨肺門部陰影増加

左腕融合性陰影

昭12-8灘 性肋膜炎

昭13-5漁 性肋膜炎

昭13-2乾 性 肋膜炎

肺結核ニテ治療中

退 杜 理 由 及

健在者 ・状態

自畳他畳症ナシ
髄重47.5妊

昭14-2結 婚 退 社

昭11-5結 婚 退 社

昭13-7事 故 退 社

死 亡

昭14-11結 婚 退 社

白魔他魔症ナシ
髄重51.7竜

退社後昭14-2肺 結
核ニテ死亡

昭13-10事 故 退 社

白魔絶壁症ナシ
艦重44.7班i

病氣退社

昭12-3結 婚退紅

昭11-12事 故 退 肚

昭13-12他 社 へ轄

勤
___一 一 一一 一 一

退肚後健在
一

白畳他箆症ナシ
禮重45.9妊

昭12-1事 故退砒

治療中

昭13-12事 故退紅
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5

但 シ
「ツ」反応:

(一)號 赤腫脹ナシ

(±)10粍 以下

(十)11-20

(十十)21-50

⊂柵)51以 上

(柵)水 泡壊死 ヲ含ム

概述 ノ如 ク検出 セル 結核患者 ノ赤沈値 ガ(甲)

(乙)(丙)各 群 二於 テ常値 ナJレ者 二相常敷 アル故

二先 ヅ最初 二赤沈 ノミテ検 シ、而 シテ常値 者 テ

除外 人ルが如 キ方法 二依 りテ要X練 者 テ決定 ス

レベ、相常数 二活動性結核 テ見逃 ス恐 レアリ。

第7項 検出セ ル活動性 結核患者J胸 部 理學 的

所見 特二囁言

他 ノ表 二於 ケル如 久 第8表 テ(甲)(乙)(丙 ノ二

分 ツ。
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第 二二:欠調査(昭11-2ジ 子麦ノ26名 ノ蔚超過

在

思
想

就

肚
勤

罹
罹

退

退

炎

計

核
庭

婚
故

騒

纏

絡
肋

結
事

傳

5

3内2死 亡

4内1死 亡

h

6

2

26

活動性結核患者中水泡音、乾性囎 音、摩擦 音 ラ

:聴取 シ得 ザル者ノ・岬 ノニ・・71.9%、(乙)ニ ノ・

57.4%、(丙)ニ ノ・62.4%、 全 集 團 ラ総括 スルニ

58.9%ナ リ。即 チ約60%ノ 、嚥 音、摩擦 音等 ラ聴

取 シ得 ザ ・し活動性結核 ナ リ。

此 ノ中ニノ・肺門淋巴腺結核 モ含 マ… モ、肺結

木亥ニ シテ珂雑音 子鋤恵カザ ノ1.モノア几ハ常 二糸藥験 ス

1し虚 ナ リ。

● 良

策K表 検出セル活動性結核患者胸部理學的所見ぐ特二曝者)

(甲)全 員「フfル ム」撮影

… 一 司 鱗 曝 者 ヲ 臆 〃 モ ノ1

「水扇 子艦 吾r摩 瀦 『
一.■ ■　一一 一 一

大 阪 市1中 事 校1366(16・7%) 、3(8・3%)2(5・6%)

喉 音 ヲ聴 力
ザ ルモ ノ

ー}一_

25(69.4%)
一一 一一 一一}■}　 一 一

8

一一一 一;一 一一一 一

b

冒一 〒 一一 一

3

1一 冒一}一 一=一 『-T}噌 　 1

大 阪 帝 大 馨 學 部 畢 生(昭13)1 一墾_._」_、_2

同 上(昭14)71

阪 大 病 院 新 入 看 護 婚3…0
　

01

一一 一 一 一一r一 「 一 一 一

〇11

r-b一 寸 一一6一 …
_.一_:_一 一_一__一一 一 一_,

47.0%
/

9
計57}

;一一一一一一一一一 一9(
15.8%)圏.3r5,3%、141r71.996)

第8表(乙)一 部 「フィル ム」叉 ・・窮 眞 紙撮 影
1

被 検 集 團 名
活動性結
核検出数

麟 音 ヲ 聴 〃 モ ノ
蝿音 ヲ聴 力
ザ ル モ ノ

一一一 一　一一 一一 一一

、水泡剖 難 賭 陣 賭
大 阪市N小 學 校 及 幼稚 園(昭12)1511・1101… 一汗… ㎝1
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同　　　　　　　　上　し昭13） ４ ２ ０ ０ ２

同　　　　　　　　　　　　一　上　（昭14） ７ ０ １ ０ ６

奈良駆某山村小學校 ３ １ ０ ０ ２

和歌山市某小學校
ｒＷｊ ４ ０ ０ ３

紳戸市高等小學校二年 43 4（9.3％） 6(14.Ofぶ) 6(14.0％) 27(62.8％)

大阪府五中等學枚 30 3(10.0%) 2（6.7ぢ） 2（6.7％） 23(76.7fぶ)

阪　紳　間　某　中　學　校 15 ２ ０ ０ 13

大　阪　市　青　年　學　校 ３ ０ ０ ０ ３

大阪府下壮丁燥備検診し昭13） 124 36(29.0?ぶ) 10 (8.1%) 16で12.9ダ） 62弓0.0％j

同　　　　　　　　上（昭14） 372 107(28.8％｀･ 18（廓8％） 4（0.1?い 243(65.3ダ)

大阪府小學教員（昭13） 98 56(57.1％) 11(11.2％) ２ご2.0ｸぶ）29で29.6％）

同　　　　　　　　上（昭14） 106 46寸し↓％） ０ ０ 60(56.6％)

堺　市　某　事　務　所 ８ 〃ａ １ ０ ２　｀

大　阪　市　　Ｉ　會　此 ↓ ０ １ ０ ３

大　阪　市　　Ｓ　商　店 ４ ０ ２ ０ ２

大　阪　府　　Ｆ　工　場 10 ３ ０ １ ６

呉　庫　駆　某　俵　山 ４ ４ ０ ０ ０

開放性肺結核患者周回検診 97 36(37.1％) 7（7.2％］ 1（1.0％） 53(54.6％)

計 944 310(32.8％) 60（6.4％） 32ご3.4％レ542(57.3％)

第８表（丙）全員螢光像縮寫

被　楡　集　團　名
活動性結

核検出徴

嘔音ヲ認グモノ 嘔音ヲ聴

カザノ1/モ
診察セザ

ノ1/モ　ノ
水泡音 乾性嘔音 摩擦音

大　阪　市　Ｎ　小　學　校 ５ ０ １ ０ ４

大阪市Ｄ小學校及家政女學校 10 １ １ ０ ８

阪　犬　病　院　従　業　負 25 ４ ３ ０ 18

大阪市Ｔ紡績ｺこ場 ５ ０ ０ １ ４

阪　　紳　　間　　Ｋ　工　場 74， 24(32.4％) 4（5.4％） １ゾレ↓％）34(46.0ダ) 11(14.9％)

大阪市某室内発動者 59 15(25.4％) 」.（1.7％） ０ 43(72.9％)

計　　　　　　1　178 44(24.7％) 10（5.6％） 2（1.1％）111(62.4％)11（6.2％）

教室ノ平尾稔ハ今村内科入院患者2,103名二於

　　

影ヲナセル集團ニテ､ハ31．9％、（丙）螢光像縮貧

テ噪音テ聴カデル者相常数アル事ヲ･嘗ツテ本學

　　

テナセル集團－テハ15．0％－シテ、（甲）（乙）

會席上二於テ報告セリ。

　　　　　　　　　　　　

（丙）ヲ合スレバ27.6%ナリ。

之等二就テハ既ニエッゲル・⊃1プシユ・ネールマ

　　

以上ノ検出方法ハ検鏡ニョルモノナリ､、本學會

　　　　　　　　　　　

J←-fa㎜’

　　

-

　

-･-･-

　

･-φl4¥一-9

　　　　

｡1

　

〃-一皿ﾑ皿■-
ﾝ等ノ報告セル處アノレモ、亦早期浸潤、肺門結

　　

二於テ教室ノ金南奎が報告セル喀痰中二結核菌

核等が胸部理學的所見テ訣ク事７ル事賞３リ゛

　　

ヲ鏡検シ得ずぶ結核患者ｆ内約３分７ １･’｀培養

考ヘラルヽ所ニシテ、集検二於テ「レン1ヽゲン」

　

上結核菌ヲ謐明シ、叉喀痰テ喀出セズト言フ患

検査ハ必ヽ要ナルテ示スモノナリ。

　　　　　　　　

者ノ含瞰液ヨリ約３分ノ１ニ於テ結核菌ヲ培養

第８項

　

検出セル活動性結核患者ノ喀痰中結核

　　

シ得タリ。種々ナル材料ヨリノ結核菌ノ培養二

　　　　

菌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

就ヤハ熊谷救授門下ヨリ多敷ノ報告アルモ、菌

第９表二示セル如ク、（甲）全員「フィルム」撮影

　　

ノ検出率ハ方法ニョリテ差異テ爽スベシ。余等

ヲナセル集團二於テ、活動性結核中抗酸性菌ヲ

　　

ノ集検二於ううヽ全員ノ喀痰ヲ検セデルテ以テ検

検出シ得タルハ13．7％、（乙丿一部「フィルム」撮

　　

診セル全輦ヨリノ喀痰中結核菌二就う｀ノヽ余等八
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第９表

　

檜出セル活動性結核患荷ノ喀痰中結核菌

　　　　　　

ぐ甲)全員｢フィルム｣搬影
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　　　　　　　　　　　　　∩呑動性結
被　瞼　集　同　名　　：

　　　　　　　　・　　　　：核検出徽

喀痰検査

總　　駈

活動性結
核中喀痰
検査倣

結核菌

陽性徴

余接先賢

ニ對ヌル
検出％

活動性患者

中検査セル
モノニ對ﾌ、

ﾉl/検出％
　大　阪　市　Ｉ　中　學　幄　’　36　　　　67
_‥__＿＿_＿___＿＿.＿__＿____　_＿_____._　　　　　　　　　　　　　　i

２３　　　　，　　　　４　　　，　　　　６．０　　　１　　　１７』･％

大阪帝大馨學部畢生　昭13.　　11
　　　-

11 11 ０

同　　　　　　上で昭Ｈ］　　７　　　７　１　　７　　　０

阪大病院新入看護婦　　３　　　３ ３ ０

神戸市外某村全村民　　　7　　　8
　　　　　　　　　　　　　－　　-UW　　　　　‾－　　　･jr-7--i--
　　　　　　　　計　　　　　　　　　　削　　1　96

が-4j ３ 37.5　　　1　　　柁.8

51 ７ 7.3　1　13.7

第９表(乙じ=

　

一部｢フ。ルム｣叉べ

　　　　　　　　　　　　　　八万動性結
破　検　集　團　名

　　　　　　　　　　　　　　　核検出敷

喀痰検査

總　　敷

活動性結
核中喀痰

検査徴

結核菌

陽性敷
今肘（応仁こ
詔ご竹谷レ

J､:阪府下某養護學園 3　1　128 ３　　　　　２ １．６％，　　66.7％

紳戸市高等小學校二年 43　　　　＝　　　　　73　　　　　　　　28　　　　　　　　　10　　　　　　　　13.7 35.7

人二　阪　市　Ｉ　女　學　膜　　　16 30　　　　10　　　　　3 10.0 30.0

大阪府下壮丁燥備検診･ﾌﾞ昭Ｈﾂﾞ　　372　　1　　322 260　　　　　　　　44 13.7 16.9

尺阪府小學校敢負ぐ昭13ﾚ　　98 3,378　　　　30　　:　　28 ０．９ 93.3

同　　　　　　上゛昭H）　104 4,451　　　　　　　　36　　　　・　　　　17０．４ 47.2

曝　市　某　事　務　所　１　　８ ８　　　　　８　　！　　　７ 87.5 87.5

犬　阪　市　　１　印　祚　1　　1.　　　　271　　　　2　　　　0

匍０れ:　阪　府　　Ｆ　ｺこ　場　　　10 50　　　　　　　10　　　　　　　　　4 ８．０

呉　　雅　邸　某　鍋　山　・　　１　　’　　１３５　　ｉ　　　４　　　　　　１ ０．７ 　　　25.0
－　－
　　　47.4＿

　　　31.9

開放性肺結核患者周回検診　1　　97　　1　　　　　93　　　　57　　　　　　　　27 29.0

計　　　　　　　　　759　　1　8,939　　　斜8　　　143 １．６

第９表（丙ﾉ

　

全員螢光像縮寫

活動性結！喀痰検査
被

　

楡

　

集

　

團

　

ご鴇

一 一 － -

阪

-一

万

- - 一 一

紳

　　

問

　　

Ｋ

阪市某室

-一一--･

訓

内

　

工
一一
芳働

場
一
嗇

一 一 － －

ｉ

　

核検出敷

　

ｉ

　

總

125

喀痰中結核菌検出二就テ､ハ、我國二於テー・ヽ高田

海軍軍腎ノ報告アリ、叉東北熊谷款室卜於テハ

集検二於ケル喀痰中結核菌培養ノ報告アリ。余

等ノ経験三於クハ喀痰テ提出セずルモノ多キ故

二菌検出率テ精確二言フ事困難ナリ。或・集團

二於テ約20名ラ１組トナシ、集菌ニョリ菌サ検

鏡シタル後、ソノ各人二就テ調査シタルニ菌陽

性ラ１名モ見出シ得ずリシ例ｊ'リ。余等経験ニ

活動性結

158

　

92

一一一

250

　　

１核中喀痰

瞰

　

嶮]だ敬

57
－
33

90

一 一

結

瞼

核

出
O
ｉ
　
　
｡
　
Ｃ
Ｏ

12

菌

貨

お破七言l勲
ニ對フＪ／

倹出％

患者

５。７

一一

３．３

-一一
斗ぶ

中喀痰検

セノレモノニ
對スル％

15.8
-
9.1

15.0

タハ斯クノ如ク菌検出率少キハ喀痰ヤ飽集ノ、ル･

ニ困難ナリシ故ナルガ各人ノ理解子得テ荷モ活

動性結核患者ト認ムル者－ハ菌検出二努力ペベ

キ事ハ勿論ナリ。

尚先ゾ喀痰ヨリノ結核菌培養ノミ入丿､テ集検せ

ﾌﾞご:'ヽ事、叉ハ検鏡ノミサ以や集検ｦ一簾ノヽ事モ一

方法ナレドモ、菌培養二八時日夕要ベル不便ア

リ、叉現在二於テ其ノ普｡及ハ困難リリ。内今後
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第９項

　

桧出セル活動性結核患者ノ健康概跨

第10表検出セル活動性結核患者ノ健康概評

　　　　

(甲)全員｢フバレム｣撮影

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ!、

-‘.L　　-l-Ai^　　　4J.　　「7Til　　　/.l活動性Ｉ　　　　概　　　　　　詐
恢　゛　果　朗　　71　　　結核検出敬 　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　１甲　　　ｉ　　　乙　　　ｌ　　　丙

大　阪　市　Ｉ　中　學　限　　　　36　　　　　9ｿﾞ25.0ら］　　18ﾀﾞ50.0ｸぶ　　　9（25.0％）

大阪帝大脊學部學ｔ翔13ﾀﾞ　　　　１１　　１　　　２　　　　　　６　　　　　　３

同　　　　　　　上ｿ昭14ﾂﾞ　　　　７　　　　　０　　１　　４　　　　　３

阪大病院=新入看護婦 ３　　　　　　　　０　　｀　１　　　　２　　　　　　　　１

紳戸市外某村今村民　　　７　　　　　　　　　０　　　　　　　　　４　　　１　　　　３

計　　　　　　　　　　　　64　　　1　11（!7.2％）1　34で53.1％）　　19（29.7％）

ト
ｒ

一
三
Ｕ 概評甲･ヽ覗診ニョ･･劈格柴養貧血等ヨリ結核性疾患ノ疑と｡十キ者

　　

乙ハ

　　　　　　

、

　　　　　　

。

　　　　　　　

少キぞノ

　　

丙ノ｀ヽ

　　　　　

‥

　　　　　　　

・

　　　　

多キモノヲ示フヽ

　　

第10表

　

で乙

　

一部大「フィノl･七叉ハ寫武紙撮影

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

ゴ　　　　｀ら｀　　　　‾-　　　　ｉ　　　　　／　　　　帽呑動性結核レ　‥　　。怜?し_　　　　　‥芒　　　‥
被　接　集　團　　y;　　j　接　出　敬　ｉ　　　甲　　　゛　　　乙　　　　　　　　丙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｔ
大阪市Ｎ小學枚及幼稚国昭12　　　　　5　　　；　　　1 ２　　　　　　　２

同　　　　　　　　　上　昭１３．　　　　　４　　　　　　　　０　　　１　　　　２　　　　　　　　２

同　　　　　　上丿昭14) ;　　６　　１　　０ ４　　　　　　　　　　２

紳戸市高等小學枚二年 43　　　1　13 30.2％ﾔ 18（41.9％）j 12 27.9?い

大胆府五中等學校　　　30　　　6^20.0^0　l 10/33.3‰ヽ1 14(46.7％J

大　阪　市　責　年　學　机　　　　３　　　・　　１　　　　　　１　　　　　　１

大胆府下壮丁燥備検診ﾀﾞ昭13　1　　124　　　1　34 :27.ヤ（　i　40 32.3ち）　50 :40 .3ｸＯ

同　　　　　　　　　　上　昭14ﾌﾟ’ 372　　　35 /9.4ぢﾉ’326ｹﾞ87.6％）11ﾚ:3.0％）

大阪府小學数CX昭13 ，　　98 2121.4％｀｀･ 66ｿﾞ67.3％）　　11(11.2fぶ）

同　　　　　　　　　」こ一昭1↓　1　　104　　　1　43 41.3fぶヽ 56･ 53 .8頻）　１　　５（４．８ｸぶ）

大　阪　市　Ｉ　會　　此　;，　　　　４　　　Ｊ　　　　Ｏ　　　ｉ　　　　４　　　；　　　　０

計　　　　　　　・　793　　　ﾚ154ｿﾞ19.4ﾄﾞﾉ　1 529ヽ､66.7ぢ）1 110（13.9y）

第10表

　

」人i）全貸螢光像縮寫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ

被　機　集　團　Ｚ　　
づ門閥　　

ふ六
万

‾　と　　

゛

肖
　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　____　　　ｉ　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　！
　大　阪　市　Ｎ　小　學　に　　　　　６　　　　　　　０　　　　　　　４　　　　　　　２
　　　　　　　　　　　　､ﾐｰ-̃---　　　　　　　　，　　　　〃　皿一皿皿一皿㎜　皿皿　●　--　　　---　－　－　－-一一
　大胆市Ｄ小學枚及家政女學阪　　　　10　　　　　　0　　　　　　↓　　；　　　6

阪　大　病　院　従　業　ａ Ｕ　　　　　　　　３　　　　　　　　１０　　　１　　　　１

大　阪　Ｔ　紡　績　ｺl　場 ５　　　　　　　３　　　１　　　２ ０

阪　　紳　　間　　某　工　場 74　　　　　5　6.8ｸぶ）1　27≒36.5％）　　42（56.8ガブ

大阪市某宇内発動者 59　　　　5 ■:8.5?<p)　　ぶ1^71.2%･　　ぽ:20.3％）

計
168　　　　　i　16　y9.5?よl　i　89･53.0?E　　　63ぐ37.5％）

　　　　　　　　　　ゝ　　　　　　・　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　ふ

醗格藁養貧【帆等視診二依り結核性疾患ノ疑ヒ無

キ者ヲ･q11ヽシ、疑ヒ少キ者にIヽシ、鉦ヒ1;キ者

ラ丙lヽナセリ。之ニ1衣リテ見ルニ、（甲）全員「フ･f

ルムー･撮影ヲナレに集固ユ於-j・ハ活動性結核64
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名中、概評甲ノヽ17．2％、概評乙ハ53．1X、概評丙

ノヽ29.'i･7％、(乙)一部｢フバレム｣撮影ヲ狐セル集

團二於テハ活動性結核793名中、概評甲ノヽ19.4

X、概評乙ダヽ66.7が、概評丙ハ13．9％、(丙)螢

光像縮寫ヲ･篤セル集團ニテ｡ハ概評甲ダヽ9．5％、

概評乙ノヽ53．0％、概評丙ノヽ37.5%ナリキ。印]チ

以上ノ成績ヨリ見レバ活動性結核患者中10－20

％、平均17.7ガハ概評甲ヨリ検出セラレタルテ

以テ唯視診ノミーヨル健康概評テ以テ、要Ｘ線

者ヲ定ムレバ多倣ノ活動性結核テ見落ス恐レ

アリ。
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第10項

　

検出セル活動性結核患者ノ自畳症状

第11表二示セル灘ク、(甲)群集團二於テ､ハ種が

ナル自劈症状ノ内一ツナリ1ヽモ有ノ､ル者ハ全活

動性結核患者中53．2％、(こ)群ニテ。･ヽ39．3％″、

(丙)群ニテ｡ハ58．7≒､平均43．1％ナリ。印]チ活

動性結核患者中約6(八万)しヽ白魔症状テ有セズ。白

侃症状ハ検診ノ際種々質問シタル後、初タテ自

受症状テ想起セシｙ得ル者アリ。斯クノ如ク問

診方法及ビ被検者ノ知識程度二依り白受症状ノ

内多キダヽ咳瞰、喀痰、全身倦怠、感冒癖、微熱

等ナリ。

第11表

　

検出セル活動性結核患者ノ自劈症状

　　　　　

(甲)仝員｢フィルム｣撮影

被楡集同名
活動性
結　核
検出徴

自受症状　　　　　　　　　　　内　　　　　　　　　譚-･－　　－
ノ/l=Ejノヽノl/

モ　ノ 微熱 箭重
減少
喀痰 全身
倦怠
胸痛　盗汗　肩凝　jW蓉感冒轍 其池，

大阪市Ｉ中學校 36 　　14　　＝(38.5ガッ　　３
５ ７ ２ ５ ２ ・３ ２

大阪帝大(昭13)
娶學郡學生

11 　　６で54.5％）
２ ３ １ ２

同　　上(昭14)
ｒＷ
／

　　4(57.1%)
１ １ １ ２

阪　大　病　院
新入看護婦

３
　　1(33.3％)

１

計 47 (53予:1匹)ﾚ３ ６ 10 ７ ５ ｉ　３ ７ ２

（註）自魔症状ヲ２種以上有jスノ1/モノ・ヽ各ヲ各項二算入セリ

　　　

其他ニハ頭痛心悸充進等ヲ入ル

　　　

「自惚症状ヲ有スルモノ」中ノμべ

　　　　

第11表（乙ﾉ

　

一部「フィノl／ム」叉・ヽ寫武紙撮影

被接集国名
活動性
結　核
検出敷

自受症状

-S -/-,ｰ●　・

内　　　　　　　　譚

ノ･E3/ヽJV
モノ　　　微熱

胆重
減少
喀痰 全身
倦怠
胸痛 盗汗 肩凝

食思
不振
感冒癖 其他

大阪市(昭12) N
小學校及幼稚園 5（20.ふ％） １　１

同　　上(昭13.) ４
　　1(25.0％) １

１

同゛上(昭14) ６
　　2(33.3％)

１　２
｜

｜

紳　　戸　　市
高等小學校二年

43
　　11
(25.6％)

２ １ １ ２ １ ４ ２

大　阪　府
五中等學校

30 　15(50.0％)
２ ３ ２　　　４　，　１　，　１ ３ １ ３ ２

大阪市青年學校 ３ 　　1(33.3％)

１

１１

１

大阪府下(昭13)
壮丁憶備檜訟 124　ﾚ35?1?ぶ｀）16 12 8　1　15 　　　　　　　　　　１４　　　１　，１０ 11 ６ ２



クル者アル故ニ、微熱ノi1ニ依リテ活動性ヲ定

メ得ずルナリ。

叉本學會二於テ教室ノ池内が報告セル如ク甲状

腺肥大ヲ･認ムル者ニシテ活動性結核テ認ノ･得ズ

シテ倚微熱テ呈スル者アリ。叉活動性結核ト篤

シ得ずル者ニシテ月経前微熱ヲ･認ムル者アリ、

叉夏期二於テ刈鯵熱テ呈スル者アリ、病院外来

こ､テ微熱テ呈ノ､ルEintrittfieber及之二類ソヽル

者アリ。斯ル故ニ１同ノミノ検温二依リう=一八徴

｀ハ活動性診断ノ篤二參考lヽナラデル場合多キ

事｡ハ言テ侯タズ。多散人二就イテノ集検二於テ

ダヽ１同ノ検温-＝－テモ意味無キェ非ずルモ、微熱

ノ原因テ判断二･､jLニハ惧重タルヲ要ス。

第11項

　

桧出セル活動性結核患者ノ既往歴

第12表二示･いべnク（甲）群集團二於テハ35.5

330 今村＝結核二開.スル集團検診 【第18巻

同　　上(昭14) 372ﾚ2↓?7‰ 39　I 50

ｉ
ｔ

！

｜

３

大阪府小學教員
　　(昭13)

98
　　61

ぐ62.2ぢ｀．
9　　5　１　30 ８

ｉ

１
｜

；

27 ４

同　　上(昭14) 104
　64
(61.5％)

　　　６　　１３　’３６　　２４

　　　　　　ｌ　　　　ｌ

-==　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｗ-¶　　　ふ　-=J-　　　=ﾐｰ一　－
　　　　　　　　　　　　１

25 12

大阪市Ｉ會此 ４ 　　1125.0％）
１ １

大阪府Ｆ工場 10 ０
　　　　　　　，‾‾　　　　　　　　　　　　　　　｜

　　　　　　　　　　　　　　｜　　　　１　　　　　１

　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　ｌ　　　　　　　ｉ
ｌ　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　ｌ

開放性肺結核患
者周回検診

97
　　61
(62.9％う

42 16 　　　　　　　　　l59　　，　61　　i　　　　　　　　　　　　，
　　　　1　　　　　J

４

計 900
　354
(39.3％)

116　°50 186 116 ５　１　　４ 14 13 67 29

第11表（丙）全員螢光像撮影

　　　　　　　活動性I自惚症状：　　　　　　　　　　　内　　　　　　　　譚
-‘ふ↓Z､.-tfc「?i:-i　」.　　、&4-　　」.-ト　ー．Ｊ一一　．・Ｊ
4佼1双罰だ1司f=l　市ﾛ　4｀次フ詞ノヽﾉ‘/　　　　　衝り－4
　　　　　　　　　　　1検出敬モノ　　　微熱　蔵番 喀痰 全身

倦怠
胸痛1盗汗 肩凝

食思
不振
感冒癖 其他

大阪市Ｎ小學校　　6　:(33j％) １　　　　　　１
１

大阪市Ｄ小學校
及家政女學枚 1o　7o.偏ｿﾞ　に　ﾄﾞ　１ １　　　ｊ　　　２ 4∧

阪大病院従業員 　　1　1125ｽﾞ44.0y）
１ １　ｊ　１ ，　３ ２ ６　１

大　　阪　　市
Ｔ紡績工場

．１　　５

°べ100％）
１

！　　１
４

阪御間Ｋ工場 74
　48
(64.9％)

７ 12 ９ ５ ４
　　　ｉ　　　‾　１
２　　３２　！

大　　阪　　市
某室内発動者 59　て54?§％)1　3 ２ 14 １２　１　　５　１　２ 1　　｀　　20

計 17((ぷ‰)づ 12 28 　　　｜23　’11 ９ ３ 5　　　　66

微熱二就テ心

微熱看護婦二開スル調査成績テ報告スルモノナ

ルガ、"夏季45日間１日３同検温ニョリ、其内

10日以上二於テ、37度ヲ超ユル膿温テ示セル

者へ被検總員202名中57名、即チ27.9%ナ

リキ。該57名二就キ｢ツ｣反庖、赤沈、胸部Ｘ線

撮影等ノ検診元予ピクル結果、活動性結核患者

２名(3．5％)、疑活動性結核患者５名(8．8％)、要

注意者８名(14.0が)テ検出セリ。こ等微熱看護

婦52名二就キ約６ヶ月後冬期二於テ再ビ検温

ヲ･狐セルニ35名ハ無熱トナリ、叉16名ハ微熱

アルモ勤務テ績ケツヽ健康ラ維持セリ。而シテ

１名ノ｀ゝコ

　

ノ間二惨出性肋膜炎ヲ･襲病セリ、、

此調査二依リテ見ルニ微熱テ有ソ、ル者ヨリ将来

襲病スル者アレドモ、微熱ﾘｰ出シツヽ健康ジ･績
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第12表

　

検出セル活動性結核患者ノ結核及ビ呼吸器疾患二開フヽル既往歴

　　　　　　　　　　　

(甲)全員｢フィルム｣撮影

被

　

検

　

集

　

團

　

名

－‥一一

　　　　

-

　

人阪市

　

Ｉ中學校

大阪帝大醤學部學生(昭13)
同

Ww〃
阪

一

紳

大
一
戸

病

上（昭14）

活動性結

1核検出敬
二
1

　

36
－ － 一 一 一 一

　

一一一
院新入看護婦

　

｜

市外某村令忖民

11

－
7

－

　

3

－

　

7

－
64

既往歴ヲ
肺結核

有フ､ル行

　

、肺浸潤

17r47

a･皿〃二---y--≒I.

　

3
('27

一一一一-

一 一

.2％万

一一一一
3仁

一

1(14.3%)
－ － ‥ 一 一

i

　　　

o

--j-¶-i四･-

　

2(28.6％)
一一
123(35.9％)

２

･ - - ¶

１

３

肺
加答

３

内

--一一

　　

__._____‥

　

.______.__･

埼示

談

１

一一 ･

１

一 一

１

－
１

－
４ ３

６

－
１

－ - ” － ４ ㎜

１
’
８

譚

肺炎

----

　

３

--一一

　　

－

一 一 一

-

一 一

ﾌ註）肺浸潤、肺尖㈲答!砲ナノ1/病名ハ患者ノ自訴ニョレリ

　　　

２種以上ノ既往歴ヲ有jスルモノーハ各ヲ各項二算入セリ

　　　

「既往歴ヲ有ご

被

　

検

　

集

　

團

　

Ｚ

Ｎ
園

μ

稚

．
―
幼

阪
及

大
校

同 上

小

　

學

[昭12]
一一
(昭13ﾚ

同

　　　

上亦4y
一一一-一
紳戸市高等小學校二年

大阪府五中等學校
--一一
大阪市青年學机

第12λ

　

乙レー部｢フィルム｣叉ハ寫ａ紙撮影

大阪府下壮丁像備検診(昭13ﾂ
一 一 －

上（昭Ｈﾉ

一一

活動t':^i

　

既よ歴ヲ

¦核検出監妬.スノ1／者

5

－

　

4

－

　

6

－
43

－
30

　　

３

一

　

一一-

　

124

　

372

　

一一一一一‥

　　

98

　　

--‥一一‥

　

104

2?40.0％ノ

－

3と

ｊ
３

　

一
６

　

ニ
３

０

　

↑
ｆ

　

３

^.f ･___＿.＿_＿＿＿＿！

　　　　　

4

10

一一

97

７

學校

９

卜Ｗ

26（

900

　

275 (

核検出敏

‐

ｌ

ｔ

10
－
25
－
5

Ｃ
／
｛

ｆ
こ

―

‐

ｉ

ｊ

0｡0％）:

5｡7％）

7。9％）

3｡3％ド

O

　　　

__一一一一
.6％）

一一一 1

　

7％ド

　

.､--1

　

9％丿

　

-.･i‾〃
７覧）

.0％）i

.8％）

　
　

巾
市

－
‘
ｉ
川
に
ｉ
ト

声調ト恥i

　

_･_.-._

　　　

核

レJ，一一

１ １

－

１

－ － － ‥ 一 一 一

／

‾1二こ‾

　　

2j）

12

一一一一一

　

６

１

－

１

４

－

１

一 一

一一-
２

-
３

15
-
51
--
29

71

…－

　

59

-
179

ｉ

・

ｌ

・

ｊ

14

　

1
-
12

w
127

１

15

　

－･̃

川

７ソ
｀

３

譚

　

一一一一

肺炎

１

－
１

－
１

－
２

－
３

１

ミタ‾

一 一

９

　　
　
気
枝
管

炎

－
１

-

１

気管
枝炎

-

２

-‥

１

　

２

一一一

　　

１

̃

　

３

　

！

-

　

６

　

ｊ

1ミ・̃
「

　

１

　

１

し_＿ご

ｉ
ｉ
・

琵!

謬

１

一一
４

１

－

１

卜‾‾‾
ｉ

　

↓

s ｀ r . f M

　

2

- - -

1 1

￥ ｀ ｒ ． ｆ 幽 二 ｔ ． ． ミ ． －
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其

　

他

結核性

疾

　

患

一一-一一

　　

-

　　

１

１

其
結核
疾

一一一一 - - ･ - 一 一 ヽ

　 　 　

１

- 一 一 一 一 - -

４

－
９

２

同

大阪府小學散員ぐT昭13）
-一一一
同

　　　　　　　

上

　

ｿ昭14）
-一一一一一一一一一一
犬

　

阪

　

市

　

Ｉ

　

會

　

壮
一一一一一一一一一一
大

　

阪

　

府

　

F

　

r.

　

場
一一

　

一･一
開放性肺結核患者周閲検診
------一一

　　　

計

被

　

検

　

集

　

團

　

名

阪

　

市

　

N

3
－
15

１

　

↓

　

一

３

５

12

1 0

㎜ ■ ㎜ ■

　

3

● 皿 a 一

　

１

－

　

１

8
－
30

9

. ゜ W

一 一 一 一

　

6

一一
58

・ 一 一 一

｜
ｌ--

1
1
1
1-●---一一一
千

5お）

　

24

第12表

　

ズi）仝ａ螢光像縮寫

活動性鍛既什’;ヲ有一

ﾌヽノレ

　　

ノ

一一

　

一一一
臥3･じ．しげＯ

8(80く哨)

ぷ:1い^,7）

－‥一一一一一一

2（4.0％）

i

　

49(66.25'ぶ)

18(30.5％)

一一
82ぐ45.R％j

大阪市Ｄ小學校及家政女學校

一一

　

計

阪大病院従業員

-一一一一一一--‥

　　　　　　

一一一一●-

　　　　　　　

一
人阪巾Ｔ紡績工場

‥-一一一一-一

阪

　

紳

　

間

　

Ｋ

　

ｺで

　

場

一一‥-一一

人阪市某室内発働片

１

　

－

　

√）

一一

万!５

３

- -

！

一 一

６

　

1

一一

13

－

　

2

--

18



332 今村＝結核二回.ｽﾉl/集團検診

％、(乙)群集團二於う=･。・ヽ30．5％、晒)群集團二

於テ・ヽ40．8％、印]チ平均33.2ヤダヽ既往症二於

テ肺結核、肺浸潤、肺尖加答見、肺門淋巴腺炎、

肋膜炎等ト診断セラレタル者ナリ。

斯ル黙ヨリ見テ患者検出ヲ目的にいし集検二於

テノヽ既往症二重キテ置シベキ事ノヽ既二周知ノ如

ク、必要ナル黙ナリ。既往症トシテ多キハ被検

者ノ答申ニョレバ肋膜炎ニシテ、肺尖加答見之

二次グ。

　

アル５集團(大阪市Ｉ中學校、大阪市Ｄ

小學校及家政女學校、阪大病院従業員、阪御間

Ｋ工場、大阪市某室内努働者)ニ於テ全被検者中

既往歴ヲ有スル849例中、活動性結核患者95

名、11．2％ニ相常ス。是等集團ノ全被検者ヨリ

ノ活動性結核検出率､ハ29ら弱十リ。詳細・ヽ後報

二譲ル。

斯ル故二既往歴アル事ハ検出卒タ高カラシム。

乃チ既往歴ハ要Ｘ線検査者ヲ定ムル有カナル因

子ナリ。而シテ既往歴ノ近キ程、殊二未グ2、3

年ヲ経過セデル者程注意スベキナリ、、

賓際一於テ幼少年ニナーハ既往歴ヲ･知ラデルア

【第18巻

リ、叉成人ニテノヽ知ルトモ之ヲ陳述セずル者ア

リ、是等ハ被検者ノ知識ニモヨノレ故二集検二開

フヽル普及テ計リ、既往二結核性疾患ノ病歴アル

者ダヽ定期的健康診断ヲ出来ル限り度。々受クル事

が大切ニシテ、之ヲ･義務トシテ履行セシムル方

策テ講ズベ｀キナリ。

第12項

　

検出セル活動性結核患者ノ家族歴

家族歴ニハ同居人ヲモ合算セルガ、第13表二

示セル如ク、(甲)群二於テ､ハ家族歴ヲ有いレ者

。・ヽ全活動性結核患者中20．3％バ乙)群二於テハ

28．4％、(丙)群二於テズヽ9．4％ニシテ、以上テ總

括いレニ平均23．3％ナリつ而シテコノ内前記５

集團二就テ家族歴テ有スル者ヨリノ活動性結核

検出率ハ7．4％ニ及ベル故ニ、家族歴テ有セザ

ルモノヨリノ検出卒二比シテ高キ事尹知ルナ

リ。總テ患者ノ答申・ヽ必ズシモ精確ナラデル事

二留意スベキモ、白魔症状、既往症、家族歴ハ

要Ｘ線者ヲ･決定スルタｙニ參考lヽナル事多シ。

詳細ハ後報スベ゛シ。

第13表

　

検出セル活動性結核患者ノ結核二開スル家族歴

　　　　　　　

√甲)全員｢フィルム｣撮杉

被　楡　集　團　名
活動性結

核検出敬

家族歴ヲ有

ヌノレモノ

　　　　　内　　　　　　　　譚

両親　具訟配偶-

大　阪　市　Ｉ　　中　學　枚　，　36　　　9(25.0ﾀ０　　２　　　７　　　　　　　　　　　　１

大阪帝大馨學部學生(昭13) 11　　，1（9.1％ド　　　　　　　　　　， １

同　　　　　　　　上（昭14) '　7　　；　2（28.6％ト　　　　Ｉ　　　　Ｉ １

阪大病院新入看護婦｜　　３　　ｉ　　　ｏ

紳戸市外某付全村民 7　　1（14.3％）　　ｌ　　　　　ｌ １

計 肘　　　，13(20.3％・　　　　2　　　　8 １ ２

（註）２人以上ノ家喫歴ヲ有スノレモノハ各ヲ各項二算入セリ

　　　

内洋圖二記載ナキモノ.ハ唯家族二結核性疾患アリト言フモレ友トノ開係不詳ナルモノナリ

　　　

「家族歴ヲ有.ｽﾉl/モノ」ノ中ノタみヽ活動性結核敬二對.スル率ナり

　　　　　　　　　　　

第13表

　

、乙）一部「フィルム」叉.ハ寫辰紙撮」

被

　

検

　

集

　

團

　

名

大阪市Ｎ小學校及幼稚園(昭13?

同 上（昭13ﾉ

同

　　　　　　　　

」ﾕ（昭14）
一一一一一一
神戸市高等小學校二年

活動性結

核検出倣
５

　

４

６

心 - - ｌ ｉ －

家族歴ヲ有１ 内

-

43

7･ﾉ1/モノ

　

j雨親l晨liSI

　

㎜㎜

　

㎜㎜㎜－－･- f　　ぷＵ

　　　

；

　　　　

ｌ

ﾐｰﾐｰﾐｰ-･ｉｌ

　

ｎＱ,ハ

　

i‾‘‾‾‾‾う

1(25.0％)

- ～ ⇔

10(23.3ﾀぶ）１

　

６

Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
　
　
　

‘

　
　

一

　
　
　
　

｝

　

　
　
　

　
　

４

配偶者

　　　

譚

子供¦親戚 同居

一

　
　

人
一

　

　
　

　
　

一
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大阪府五中等學校
一一一
大

　

阪

　

市

　

青

　

年

　

學

　

校
-

　　

一
大阪府下壮丁像備検診(昭13)
--匹-
大阪府小學教員ﾉ昭13)
--一一一一一一一一一一一---一
同

　　　　　　　

上

　

ﾀﾞ昭14)
一一-一
大

　

阪

　

市

　　

Ｉ

　

會

　

祀
-匹-i
大

　

阪

　

府

　　

Ｆ

　

工

　

場
一一

　

一
開放性肺結核患者周回検診

被

　

検

　

集

　

同

　

ｙ

大

　

阪

　

市

　

Ｎ

　

小

　

學

　

校
̃ 一 一 一 一 一

大阪市Ｄ小學校及家政女學校

-･

　

---一一
阪

　

大

　

病

　

院

　

従

　

業

　

ａ

---一一
大阪市Ｔ紡績工場

－一一

　　　　　

－－－一一

　

一一一一一一
阪

　

紳

　

間

　　

Ｋ

　

工

　

場

--

　

--一一
大阪市某室内労働者

̃
- i → -

-

今村二結核二開スル集團検診

30

--

　

3

-

12･↓

-

　

98

--

104

↓
－
10
－
97

528

｀¬

6(20.0％)

ムレ

'--一一一一一一一一._＿i
1

　

6(T6.1％匹

一 一 -

一 一 一

-

核検出駈ｊ

　

6

-一一･

10

･=

25

　

－

　

Ｊ

･ - ⇔ i - - - 7 W

　
　

一

　
　

一

　
　

　
　

４

　

Ｃ
Ｔ
ｉ
'

７
』
ヽ
り

179

150

１

開放性結核患者ノ周回検診二就テダヽ既述ノ如ク

ナル故ニ、家族叉ノヽ同居者二結核性疾患アレバ

其ノ接近セシ期間、或ハ接近セシ時ヨリソノ時

日等テ知ル事ハ個人検診二於テモ參考iヽナル事

ナリ、。叉集検二於テモ成ル可ク詳細二知り度キ

事ナルモ、家族歴テ正確二知り得ずル場合多シ。

然レ共本學會二於テ日赤兵庫支部療養院ノ小代

ハ患者ノ家族歴二就テ報告七ル如ク、ソノ感染

機會｡ハ相常多ク知り得ルモノナル故ニ、こが究

明こ努カフヽ４キモノナリ。

第13項

　

検出セル活動性結核患者ノ経過

第14表二示セル如ク14集團二於テ検出セル活

動性結核791名二就キ６ヶ月乃至３ヶ年間ノ経

過ヲ見タルニ、適常二療養セル者28.1ﾌﾞﾀﾞ、適常

ナラデル療養テナセル者21．9％、療養セヂル者

19．8％、不明20．3％ニシテ、其ノ経過テ見ルニ

良好ナル者34．4％、不憂18．1偕、悪化10.1①、

死亡5．2X、不明33.2%-ナリ。

余等が活動性結核ト認ｙタル者ノ内ニモ、相常

二勤務テ槙ケタル者アリ。集團ニョリテ余等ハ

活動性結核テ認ノタル場合、（１）療養ヲ命ジタ

０

↓

８

i-_･＿_＿l
l

　　　

l

40
－
58

・雨親

一 一 一

１

　

'
＞
<

３

　

２

一

一-----

１０

51

一一
67

　

内

兄弟
姉妹

ケー-ブ

↓

- - ●

３

－

７

ｉ

・

Ｉ

Ｉ

Ｉ
Ｉ
！

ｊ

ｌ

一 一

１

Ｊ･

１

Ｉ

ｉ

―

Ｉ

Ｉ

Ｉ

丿

１

11

謬

親戚

Ｉ

ｉ

‐

‘

ｌ

一一一一・

６

3
－
11

同居人

-

１

り

″W
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７（６．７％）ｊ

1で10.0％）

97（100％）

28.4%)

第13表（丙）全員螢光像縮寫

活動性軋家族歴７有

ヌノl／モ

　

ノ

16．7ぢ）

０

2:ダ8．0％j

.0％）

--･--

　

--

.即句

5 ゛8.5％）
---
17（9.5％）

９
Ｉ
　
i
（
Ｓ
ｌ

配偶一樹子供

ル者アリ、（２）軽作業、短作業ヲ･篤サシノタルモ

ノアリ。其ノ内需療テ受ケシノタル者lヽ受ケシ

ノ･ザル：斉1ヽアリ。（３）全作業テ橘スモ休養テ多

クシ、非衛生的生活ヲ鎬サデラシノタル者アリ。

何レニ於テモ喀痰中ニダヽ結核菌ノ検出アル場合

アルテ以テ他人へノ傅染二就テハ極力巌重ナル

注意ヲ真フルニ努ノタリ。

集團検診二依り検出セル活動性結核ノ内ニモ、

其ノ病型二依リ、年齢二依リ、叉職業二依リ、

更二常人ノ財力等二依リテ種々ニ處置セデルベ

カラズ。余等ハ療養セシノテ経過良好ナルラ見

ルモ、亦療養セデルモ不愛或ハ経過良好ナノレ場

合モアリ。病愛程度、年齢等二依リテ、将来ノ

方針テ示フ、ニハ惧重タラデル・ヽごガラス。大阪市

某事務所二於テ検出セル男子患者ニテノヽ活動性

結核テ有シ乍ラ普通二勤務セル者アリ。叉小學

校教員－テモ相常ノ陰影テ見ル者ニテ勤務テ績

ケタルモノアリ。是等ハ余等ノ個人検診二於テ

モ経験ソ、ﾉﾚ處ナヽモ、集團検診二於テ多数ノ斯

ル例テ見テ驚ク所ナリ。

斯ルー面アルモ、今日ノ余等ノ経験ニテハ療養
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良好ナル者125名、卯チ33．0焉、不愛16 。1偕、

悪化4．7.ｙ、死亡0．5影、不明ハ45.6ヤナリ。不

明ナル者多キ故二経過ノ如何丿y確ｙ得ずルモ、

衛生的牛活ｦｰ注意こいレ事ニョリテ、相常多敷二

良好ナル経過ラ取ル者みと、而モ悪化及ビ死ご

ハ比較的少敬ナリキ。

第15夫

　

集團検診ニテ検出セノ1／疑活動性結杵片ノ経過

良

　

好

クり

ｰ

％

‰

　

13

10.2
一一

　

21
19.3

ヲ篤'いヽごキニ之ヲ･鴉サズシテ悪化フ、ﾉﾚ者多キ故

　

ｆ
－、集團検診二依リテ検出セル活動性結核ノ處

置二就マハ國家的ニモ殿會的ニモ考慮フヽ⌒ごキナ

リ。

第15衣二於テハ余等ノ検出セル疑活動性結核

者379名テ６グ月乃至３ヶ年観察七ルー、維過

大
一
同

阪
- 一 一 - ｗ － －

J､:阪市Ｎ小學膜及幼稚園
一 一

同

一一

同

一一一

た阪府下壮丁像備検診

・
阪
　
　

　

一

　

　
　

一
人
一

開放性肺結核周関検診

　

2
3.1μ

　　

2

　　　　　　

173

0.5％

　

45.6％

　

6

9.2％
-
61

33.0％

　

16.1

１年２同、傅染危瞼多キ者ニハ尚ヨリ頻同ニ、一

般ニーフモ斟クトモ1年ニ1同ノ集團検診ラ行フベ

キナリ。前述ノ第16表二示セル如ク最初検診時

ノ「ツ」反唐陰性者ヨリノ結核殺病相宿二多キ事

及ビ朕二述タル如ク赤沈値ノ1－10或ハ11―20

ノ者ヨリモ相常敬二結核殺病アル鮎ヨリ考へ、

「ツ」反樹陰性及ヒヽ赤沈常値ハ将来ノ結核登病テ

否定ソヽルモノニ非ずルナリ。之レ集團ノ全員ニ

Terminmassige

　

Untersuchung, Periodical

examination定期的検診テ行フ必要アル所以ナ

リ。殊二初感染疾患ノ検出、像防ニハ定期的検

診り要いレ事プ明示七リ。

結核ヲ1,208名卯チ1．1判二検出シ得タリ。

２．集團検診二於刊

計

検出セル活動性結核者二就テ、其後定期的検診

ヲ･巌二行ヒ、始終注意ヲ･奥フルナうバ、像防及

ヒr治療二對シテ尚ヨリ好成績ヲ得ベキモノトぢ

フ。更二像防院、療養所等ノ設備テ見レバ疑活

動性ヨリノ殼病防止及ビ活動性患者ノ治癒ニョ

リ、ヨリ良好ナル数果テ畢ゲ得ベシト考ヘシル。

第15表二於テ阪大醤學部學生、新入看護婦及ビ

Ｎ小県校及ビ幼稚園ノミニ就テ見レバ、良好44

名、不峻21名、悪化８名、不明４名－シテ良好

及ビ不愛ノヽ84谷ヲ占ムル故－、集検ニョル登病

防止。･ヽ努カユヨリ尚ヨリ以上ノ斂果テ畢ゲ得ベ

シト考ヘラル。

倚活動性結核lヽ認ノデル者二於テモ出来得レノぐ

1。余等ハ各種集團計32同被検總人員106, 842

名二就テ結核二開-いレ集團検診ラ行ヒ、活動性



336

一 一 一

ヤ忖＝結核二閣スル集團検診
- － － ･ = Ｗ ＝ - = － ・ = - ㎜ － ㎜ － － － ･ - -

第16表

　

集團嶮診後結核貧病セル患者ノ最初ノ「ツペルクりｙ」反喉

處ナリ。

３．

　

集團検診中、貧困結核患者周園検診ニョル

検出率高キ故二周園検診ヲ･働行ノ、ベキモノナ

リ。其他種々ナル集團、殊二大都會二於ケル集

團特二宇内勢働者等二於テモ亦検出率相宿二高

キテ以テ、集團検診ヲ大イユ励行スベキモノト

考フ。特二傅染危瞼ヲ･爾へ得ル職業ノ集團二於

テ検診ヲ･働行丿、ベキ十リ。とニョリ登病防止及

治癒テ計ルノレナラズ他人ヘノ傅染テ大イユ制

限シ得べ゛シｏ

４．検診テ行ヒタ･1結果、活動性結核患者、要

注意結核感染者二分チ、活動性結核患者ハ成ル

可ク療養セシノ度キモ療養ラナ･､ラ得ずヽ者ア

リ、叉職業ニョリテハ短或ハ軽作業、全作業テ

認サシムルモ生活二注意セシムル事ニョリ悪化

アブリュー

一 一 一 一

【第18巻
一 一 一

破格集国名

大阪市Ｎ今學
校及幼稚園

　性　ト勺反

　　　肺臓査

年齢盾　法

㎜　　　　　　㎜　　　㎜a　t♀リ:ゾ0り

　7-で即48時間

接診

年月

我病調

査年月

善根結核貧　　　最初ノ「ッ」反咆陽性度

總人員病者敬　―　　士　　十

　1'003 0.
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　升
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　１

０．９％

　　冊

-一一-　--
　　1

　2.1％
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大阪帝大
晋服部學生 　含21-32 ９９ 13-4 14-5 395

212％

’３　　　　１
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１

・ 　2
0.9％

奈　良　顛
中等學生

t♀
13-20 日
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　5
4.7％

　18
16.8％

奈良餌小學生
含革
7-13

・９ ９● 　1　　　23.6％10.5％ 　3 8.1％

阪大病院
看　護　帰
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15-24 ｉ？
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14 -10
15-3
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337･15.↓‰20.がよ20.0％
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大　阪　府
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0.6％
　45
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1oパー３ヶ年67, 547

11摺

213
1.7％

455
2.0％

574

2.6%
　J　====W==-　--　-　　　　　＝-－L004

2.2％

　　　　　　　　　　　

（註）各陽性度中?みヽ同一陽性度全被検者二對.スル率ナリ

像、「ツ」反樹、赤沈、胸部理學的所見、喀痰中結

　　

サ防ギ得ル斉アリ、叉其間治癒ノヽル者アレドモ、

核菌、健康概評、白尨症状、既往歴、家族歴、

　　

是等ノ集團検診ニョリタ登見セうレタル活動性

経過二就テハ、既二第３章各項二於テ述ペダル

　　

結核、尚進ンデ疑活動性結核二對シ適常ナル處

置ヲ篤ス⌒ごク、常局者ノ考慮ヲ要スベシ。

５．

　

検診ノ方法トシう・ハＸ線大撮影ラ全員二施

ノヽ事ハ最モ理想的ナルモ費用ノ開係ヨリ一部撮

影ヲ･篤フヽ場合ニーハ先ヅ｢ヅ｣反庖陽性者ヲ･選ビ之

リ･行フ時､ハ｢ヽソ｣反庖陰性者ニハ活動性結核少キ

ヲー以テ大過無カル・ヽこ｀シ。更ニ｢ヽｿ｣反嘸陽性者全

部二大撮影テ篤シ得ず?レ場合､ハ、胸部理學的症

:状、白畳症状、既往歴、家族歴、赤沈等テ參考

トシ要Ｘ線者ヲ･決定フ、ベキナリ。斯ル場合二於

ｊ｀ハ要Ｘ線者ハ全f1ノ5ｙヨリ20χニ達スルモ

無論範園Ｊ摘大シ、20％以上ヲモ撮影シ得l／バ｀

ヨリ確賓ナリ。

、ホールフェルデルーニヽ依ル螢光像縮

寫法-’ヽ集團検診二於テ多数ノ人テ比較的短時日

二検査シ得ル故二適常ナル方法ナリト考フ、、但



シ此ノ縮寫像ニョリテハ肺結核ノ陰影ノ性状明

瞭ナラザル故こ、多少ノ陰影アルモノニハ更二一

大撮影ヲ行フ事が活動性診断ノ篤二必要ナリ。

此場合活動性診ぼがかﾉヽニ際シテハ種々ナル他

ノ所見ラ參琴1ヽ認･ヽ事ハ大撮影ノミーヨル際ト

同様ナリ。「ツ」反妻陽性者が相常多キ集團二於

テハ螢光像縮寫法・ヽ「ツ」反吃ノ如何二拘ラズ全

員二施ソ、事ハ「ツ双座検査ヲ･省略ソ、ﾉﾚ場合二行

フ・ヽごキー方法ナルモ√前述ノ如ク「ツ」反座陰性肴

ニハ活動性結核甚グ少ナキラ以テ、「ツ」反吃陰

性者多キ集團ニフハ費用ノ開係上、先ヅ「ツ」反

憲ヲ検シ其川湯性者ノミニ螢）t像縮寫ヲ･行フモ

可ナル・ヽごシ。但シ之ハ結核二開ソヽル集團検診二

重黙々置ケル場合ナルハ勿論ナリ。尚集團検診

ニョリテ活動性尹定ムル必要無ク、例ヘバ探用

検心ド際シテ：多少ノ陰影アル者ヲ･除外スルモ支

障無キ場合二於テハ螢光像縮官法－ヽ利用セラル

ベキ場台ヽ多カルペヽシ。比較的少人数ノ集團－

ハニ悍迪「ブロ・４ド」サ以テスル人撮影モ維費少

キ場台ヽ・ヽ利用ソヽベキ1賢値アリ。

要ﾉ､ﾙ

　

ｰ一余等ノ集團検診ノ成績ヨリ見ルー、一

般盲際埓家ラ含ム全診療機開ハ、患者ノ来ルサ

待タズ、進ンデとヲ･捜シ出シ、早期診断．早期治

療、碓病像防、傅染禄防等テ講ズル事へ我國ノ

結核像防二對シ甚グ緊要ナリ1ヽ考フ．、而シテ其

方法二就-j｀モ尚大イユ研究ヲ要スベ４･モ、螢光像

縮寫ハ多人徴集團二行フニーハ大イユ利用セラル

ベ゛ク、少人数集團ニテノヽ普道づ口－イド｣等ヲ･以

テりレ大撮影モ亦利用セラルベキモノト考フ．

文

　　

献

（主トヅテ肺結核患者我見二開jスル集團検診ノ文惧ヲ

掲ゲ「.ツ」反毛ノｉノ享厭.・ヽ省略セリ）

１

　

螢光像縮寫法間接撮杉二開スルモノ．

　

１）古賀長彦，と線深部寫屁法及ビ間接撮影法ノ

　

嘔用.結核.一四巻五琥,昭一一.

　

2）古賀長彦,と

　

線間接撮影法ノ鹿用二回スル研究.賞践閃理學.八

　

巻，五琥，昭一三．3）相川武雄，東大丿生二就

　

テノ集團「レゾトゲソ」検査報告書（一部分.ハ臨休

　

ノ日本．七巻，六琥，昭一四）．↓）相川武雄，集

　

團と線検診ノ繩験一古賀氏間接搬影法ニョル．結

　

核ノ臨林.二者,四琥,昭一四.

　

5）相川武雄，（レ

　

ｙＨ

　

弦，昭和一四.6）相川，市川，間接撮杉法（螢光

　

板「レ・」線寫武術）ニ＝ﾖﾉ1/尿路「レ・」線像二就テ

　

東西

　

醤學．六巻，六琥，昭一四.

　　

7）寺岡正，粛藤煕，

　

青少年ノ「レ・」線集團検診二就イテ（間接撮杉ニ＝=･

　

ル）．結核ノ臨休．二巻，八弦，昭一四

　　

8べ稲田

　

五耶（名古屋）,「l／」線間接撮影法ノ最近レ診蔭ト治

　

療．二六者，四琥，昭一四.

　

9）稽田五耶，結核

　

對策ヨリ見タノドt／」線撮杉結核ノ臨林．二巻，九

　

琥，昭一四. 10) Abreu, Ｍ. de, Verfahren and

　

Apparatur zur kollektiven　Rdntgen photographic,

　

(Indirekte

　

Rontgenaufnahme) Zeitschr. f. Tbk.

　

80/2 1938.　　11) Abreu, M. de･, Zwei Jahre

　

koUektive

　

Rontgenphotographie, Fortschr.　d･

　

Rontgenstrahlen. Nr. 47， 1938.　12) Janker, R。

　

Die Leuchtschirmphotographie CEin Bericht iiber

　

eigene

　

12 jahrige　Erfahrungen).　Fortschr.　d･

　

Rontgenstrahlen 58/6 1938.　　13) Brauscheid,

F･, Steps, H. und Wandersleb, Fortschr. d･

Rontgenstrahlen, 58/2, 1938.　14) Holfelder, H・，

Verfahren

　

und Apparatur zur Kollektiven Ront-

genphotographie

　

ぐIndirekte

　

Rontgenaufnahme).

ｎａ（･hProf. Dr. Manoel de Adreu, Mitglied der

Academiee Nacional　de　Medicina zu　Rio　de

Janeiro. Fortschr. d，Rontgenstrahlen, 58/2. 1938.

15ﾂ

　

HoHelder, Ｈ･, MiJnch. med. Wschr. Ｎｒ･

38.

　

16) Brauscheid, F., Dtsch. med. Wschr.

Nr. U, 1938.　　17)Honelder, H.　und Berner,

Ｆ･, Miinch. ｍｅｄ″tWschr. Nr. 47， 1938.　18）

Bdhme, W･, Fortschr. d， Rontgei)strahlen 58/

agungsheft 1938.　19; Janker, R･, Leuchts-

chirmphotographie

　

Rontgenreihenuntersuchuug,

Tuberkulose-bibliothek, Nr. 69， 38. 20) Berner,

Ｆ･, Rontgenpraxis 11/2, 1939.　21) Abreu, M･

de･, American　Journal　of　Rontgenology,↓1/4,

39.

　

22) Franke, H., Dtsch　med.χVschr. Nr.

22，S　890, 1939.　23) Janker, R･, Rontgenpraxis

11/5, 39　　2 L Griesbach, R., Zeitschr. f. Tbk.

82/2-3, 1939.　25) Bbhme, W., Dtsch. Tbk. bl.

13, H. 6, 1939.　26) Pfaff, W・, Dtsch. med.

Ｗｓ（･hr.Nr. 39, 1939. 　2.７)　Braeuning, H･, Die

Rontgen-Reihenuntersuchung Rontgenpraxis, 11/7,

1939.

　　

28) Schopper, Ｅ･，Fortschr　d. Rontgen-

strahlen, 60/2, 1939.　　29) Braeuning, H･，　Die

Rontgen-Reihenunterschung.

　

Fortschr. d. Ront-

　　　　　　　　　

●
genstrahlen, 60/Tagnugsheft, 1939. 30) Diehl,

Ｋ･，

　

Beitr. ｚ.　Klinik.d. Tbk. 93/3. 1939.　　:Ｕ）
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Holfelde, ｒ.Ｈ． und Berner, Ｆ・,Atlas des Ron-

　

tgenreihenbildes

　

des

　

Brustraumes (auf　Grund

　

der Auswertung von iiber 9,000,000 Rontgenrei-

　

hen-schirmbildern) 1939.　32) Holfelder, H・，

　

Ｚ. Tbk.　83/5-6, 1939.　　33) Behr, do.　　34）

　

Berner, Ｆ・，Die rontgenfacharztliche Auswertung

　

von uber 640,000 Rontgenaufnahmen aus Meek-

　

lenburg. d0.　　35) Pfreimbter, R･, do.　36）

　

Bbhme, W･, do.　37) Braeuning, H･, do.　38）

　

Fournie et Fvezouls,　Revue　de　la tuberculose

　

Tom. 5，Nr. 7，1939.　　39) Save, L. et Caubar

　

rere Ｎ. Ｌ・, Presse med. Nr. 24, 1939.　　40）

　

Ｇ．Maingot, Rev. d. 1. tbc. Tom. 5，Nr. 7, 1939.

　

41) F. Ickert, Dtsch med. Wschr. Nr. 22, S.

　

1253, 1939.　　42) Kbster, Ref. in Dtsch. med.
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